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森林調査に ’ ＊

●カラー画像解析装置

■白黒の写真を瞬時にカラー(12色)に換

えます。

国画像の輪か〈を強調し、わずかな濃度

差を識別します。

■現像等の手間を要せず多くの構報を解

読します。

■求積計を内蔵し、求積、演算が容易、

かく正確に、コンピューター利用を可

能にします。

■操作が容易。調製はすべて自励化、だ

れでも操作ができます。

■用途…･･森林調査、リモートセンシン

グ、気象、海洋、植生、医療、公害等
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様 式会議起壱と
本社東京那新病区新宿2-13TELO3(354)0361㈹〒l60

大阪支店大阪市南区上本可4･6'33TELO5(763)0891為〒542

札慢蛍要所礼慢市南I英壼13317-2TELOII(281)581露〒､的
名古屋醤業所名古艮市燃扇区会d.可1.40TELO52(632)5121燕〒45も
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デンドロメータⅡ型(改良型日林協測樹器）
35,000円（送料共)20mテープ1,500円

形 式主な改良点

間さ1ll7mm璽孟ll60ga・プリズムと接眼孔の間隔を広げてプリズムによる
巾150mm像を見易くした｡
提さ151mm b.樹高測定専用の蝿箪装置をつけた。

c目盛仮を大きくして見易くし，指標ふり子も長く
概要して測定精庇の向上をはかった。
この測樹器は．従来ご愛顧をいただ↓､ており童したデ。．＝ンパスの代りとして使用できるよう専用の照準
ソド画メーターに更に改良を加え，畿械鰈差の軽減によ装置をつけ，三脚に若脱が可能なようにした。
る測定精庇の向上をはかるとともに，プロット点の洲e任意の水平距離による樹高測定制i正表をつけた。
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量，ピックーリッヒカウントの判定，カウント本の樹商
測定，林分の顔斜度および方位の測定など一連の作業が
この一台で測定できるよう段計製作したものです。

したがってサンプリング脚光，ピックーリッヒ法によ

る材職調査，林況柵査，地況細嫌，簡易測量などに鹸適

ですb

主な用途

a．’職当り胸間断面積のiⅡﾘ定

b.恥木および林分平均樹高の測定
c.ha当り材就の認定
。、傾斜度測定

c・方位角測定および方位般定
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新刊発売中定価500円
（送料共）

森林は私たちのふるさと

私たちの森林
小学校高学年から中学生むき

●A5判/144頁
●カラー写真100余葉
カラーさしえ100余点

●20冊以上まとめてご注文になりま
すと1割引となり，さらに1冊を
無料で進呈いたします。

さし絵をやさしくゆきとどいた文章にカラー写真や，

使って，森林と自然，そして人間の
りあいを，楽しくわかりやすく記しました。
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この本の内容は

○森の国日本のこと

日本はもともと森林に恵まれた国で,iもし人手を加えなければ，日本列島全体はほとんど深い森
林におおわれているはずなのです。

そして，生育している木の種類も大変多く，それらの集まりである森林の姿も，そこに住む動物
や虫なども地方によっていろいろに変化します。

○私たちの生活との関係

入念は昔から，木材をきり出したり，炭を焼いたり，また木の実やきのこを取ったりして森林と
深いつながりをもって生活してきました。また森林は物を供給するだけでなく，雨水を貯えてゆ
っくりと川に流す働きをしますから，洪水を防いだり，雨の少ない季節でも飲料水や農業，工業
用水がかれることを防ぎます。網の目のように張りめぐらされた木の根は，山の土が流れるのを
おさえ，山崩れを防ぐのです。

このように森林は，いろいろの物を生承出し，国土を災害から守り，また私たちの日常の生活に
役立っているのです。最近では，都市住民のいこいの場所としてもなくてはならないものになっ
てきました。

○森林をつくる

森林が自然にできあがるまでには長い年月がかかります。

そして，できあがった森林も年がたつとやはり弱くなって病気にかかったり，枯れたりします。
このように弱くなった所や，木材をきり出したあとには，人手を加えて丈夫な森林をつくること
が大切です。

生活を豊かにし，国士を守るために人為は昔から営灸と山に木を植えてきました。その苦しい労
働の実りを今，私たちは木材として利用しているのです。私たち自身のためにも，次の世の中の
人灸のためにも，私たちは先人の努力を受けついで，りっぱな森林をつくっていかなければな,り
ません。

○新しい木材の使い方

木は植えてから使えるようになるまでに少なくても40～50年はかかります。ですから木材はその
性質をよく知って，特長を生かし欠点を補って使わなければなりません。現在では，木材をうす
く削って張り合わせたり，細く短いものをつなぎ合わせたり，一度とかしてしまつで成型するな
どして，木材をそのまま使うよりも，強くて取り扱いやすい合板，集成材，繊維板などの製造技
術が発達しており，燃えにくい木材や，鉄のように固い木材もできております。
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自然環境保全法の成立に思う

墓竪
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い 震むらきよぷつ

今村清光
（林野庁計画課）

1．自然環境保全法と林業経営

自然環境保全法が制定された｡都市化,工業化の進展の中で諸公害が発生し，自然保護が叫ばれ，

．すでに27道県において自然保護条例が制定されていることなどから，この基になる法律の制定が

必要とされることは明白であった。ただ，自然環境という，いわば国土全体ともいうべき広漠とし

､た対象の保全を目的とすることから，当初，この法律は宣言法としての体裁をとるのかと思われた。

従来，自然保護運動は，電源開発による景観の改変，観光開発による景観の破壊と過剰利用によ

る施設地区の汚染というように，自然の破壊イコール景観その他の自然文化財の破壊という認識に

立って反対運動を結集するのが主流であった。

このような観点から自然環境の保全をとらえると，すでに，自然公園法による「すぐれた自然の

風景地」の保護，文化財保護法による「..・・峡谷，海浜，山岳その他の名勝地でわが国にとって芸

,術上又は観賞上価値の高いもの並びに動物植物及び地質鉱物でわが国にとって学術上価値の高いも

､の」の保護のほか，森林法による各種の保安林，鳥獣保謹及狩猟二関スル法律による鳥獣の保護繁

,殖など，あまたの法律が，区域を指定して保護規制を行なっているo

したがって，この法律は，箇所ごとの具体的な保誰規制はそれぞれの法律にまかせて，これらの

総合的，基本的な方向づけを行なうものかと思われたが，実際は，第’条(目的)に，「この法律は，

’自然環境保全の基本理念その他，自然環境の保全に関し基本となる事項を定めるとともに自然公園

法その他の自然環境の保全を目的とする法律と相まって････」とあるように，宣言法的な性格をあ

:わせ持つと同時に,原生自然環境保全地域等の保全地域の指定などを行なう実体法として成立した。

この理由として考えられるのは，次の2点であろう。

その第一は，現行の法体系では，自然環境保全に，縦割行政の幣があってよろしくない，今後こ

_れを一元的に規制してゆくように方向づけたいとする意図であろう。公害の発生，自然の破壊は，

世界的な大問題であって，これを食いとめてゆくには，事業サイドの自主的な規制にまかせていて

1はだめで，事業関係者以外の別の主体が，規制を一元的に行なう必要があり，こうしてできたのが

瑛境庁である。というような環境庁の意識が強く，この法律の当初原案では，自然公園の区域も，

都市周辺の緑地もすべて包含するなど，これを足がかりとして，環境行政の一元化を図っていきた

恥､という意図があったようである。

その第二は，既存の法律では，制度上特別な保護規制策が講じられていない広い地域の,主とし

-て森林の伐採を自然破壊であるという一部の声があるが，これらを具体的に規制しようとする場

－1－



合，宣言法では実質的に規制できないということであろう。たとえば，すぐれた風景地とか学術上

価値のある森林であれば，自然公園法等既存の法律が適用されるであろう。また，それが国有林で

あれば，林野庁独自の制度として保護林を設定することもある。しかし，最近，各地で起きている

「ブナ天然林の伐採停止運動」にみられるように林業経営の対象である一般の森林まで自然保護の，

名において保謹規制しようとする意図が，当初は強かったのであろう。「自然破壊の進んだ我国の，

現状｣から，自然保護はすべてに優先するものであり，このためには,人手を加えないのがベストで

あるという観点から，端的にいえば，「自然保護イコール現状凍結」という思想だったようである。

しかし，「自然環境」というとき，それが森林であれば，天然に生成したものか，一部人工を加

えてできたものかを問わないのが一般的であろう。また，より人工度の高い田園の場合でも，これ

を自然環境であるということには，ほとんど抵抗を感じない。農林地が，宅地化し，工場敷地化な

どした場合に，自然環境が破壊されたというべきで，人手のはいらない原生林や原野に自然環境を

限定するのは問題である。このように考えた場合，自然環境の保全（自然保護）には，学術研究等

のためにいっさいの人手を加えない「厳正保存」ともいうべきものと同時に，適切な管理を加えな

ければ機能を喪失する資源を農林業の合理的な経営によって保護する「管理保護」ともいうべきも

のがあると考えられる。煙や汚水のような有害廃棄物は，きびしく規制すればするほど生活環境の

向上になるが，森林の場合は，北海道におけるかつての風倒木，瀬戸内地方のマツクイムシの害な

どにゑられるように，まったくの自然放置ではいつかの時点で問題を生じる恐れがあり，長期的観

点に立った適切な管理を加えることによって，資源利用を図りながら活力ある森林を維持すること

が一般的にいって必要であり，これによって，森林の多面的な機能も維持されるわけである。

これは，森林の承ならず農林業全般にいえることであるが，腱林業が適正に営まれているからこ

そ，自然環境が健全に維持されているのであって，これを自然破壊と決めつけるとすれば，国土の

ほとんどが，アマゾン奥地の原始林のような状態になってしまうであろう。農林業を除外して，自

然環境の保全を図ろうとしても，収穫もなく，したがって住民のいないところでの環境保全という

こと自体ナンセンスということになろうし，そうした単一目的のために消費される管理費用は，よ

りいっそう非効率的であり，そうした管理の確保は，ほとんど不可能と思われる。

農林業が，自然と人間とのかかわり合いの場である以上，過去における個灸のケースの中には自．

然破壊ともいえるような結果に至ったものがあったことは事実である。－たとえば，過度の農薬

使用によって自然界のバランスを損じた場合，自然条件のきびしい森林を大面積皆伐して森林への

復元に長期間を要する場合など－－しかし，これらはあくまでも，「技術問題」としてとらえられ

るべきものである。とくに，天然林を伐採して人工植栽をする場合，最初は試行錯誤的な性格が強

いのは事実である。これに対し，自然科学の知識と経験法則を組承合わせて合自然的，合目的的な

施業の方法を指向してゆくわけであるが，千変万化の自然の中で局所的に問題の生じたものもあっ

たと思う。

ただ，従来の施業技術の考え方が，経済合理性へのウェイトが大きく，合自然性という面で自然

環境の保全に対する配慮にやや欠けた点があったことについては，反省を加え，森林施業技術を選

択してゆく際の価値判断について，検討を加えてゆく必要がある。いいかえれば，環境保全をまず

第一に配慮して，森林施業を行なっていかねばならないのは当然のことであり，適正に営まれる林

業経営は，自然蕊境の保全と十分調和しうるということである。

この点，自然環境保全法は，第3条（財産権の尊重及び他の公益との調謁において，「自然環

境の保全に当たっては，関係者の所有権その他の財産権を尊重するとともに国土の保全その他の公

益との調整に留意しなければならない」としており，厳正保存をしてゆく原生自然環境保全地域は

別として，面稜的に保全地域の大部分を占めると予想される自然環境保全地域については，「･･･“

－2－
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人の活動との調和のもとに自然環境を保全するという性格を有していることにかんがみ，当該地域

における自然環境の保全は，通常の農林漁業活動を妨げるものではない…･」ということで，環境

庁，農林省両省の間で意見の一致（両省事務次官の覚書き）をみているのである。

〔2．これからの森林施業（技術）

現在，われわれが直面しているおもな公害は，大気汚染，水の汚濁，都市の騒音，自然破壊，産

業廃棄物の堆積であるといわれる。ここでいう公害としての自然破壊に対して，最近，林業の場に

おける天然林の伐採をも自然破壊であるというような一部の動きが承られるが，これは内容的に相

当異なる。前者が，都市化，工業化の中で直接的に不特定多数に対し，具体的な被害を生活の場へ

もたらすのに対し，後者は，多分に情緒的なものである。

最近，ローマクラブが，「人類は，いますぐ人口増加と経済成長を停止する措置を採らなければ，

数十年以内に限界に達し，資源の枯渇や環境汚染によって破局がおとずれる｡」という趣旨の警告

を発した。また「地球宇宙船論」が説かれ，「かけがえのない地球」というテーマで世界人間環境

会議が艤催されるなど，環境問題は，全世界的にとりあげられている。こうした時流の中で，すべ

-ての開発は悪種あるといった心情的な極論がでてきている。

公害という現象は,W・カップによれば，企業が生産活動に必要な費用の一部を社会に転嫁した

結果生ずるものであり，彼は，これを社会的費用の範ちゅうで把握している。すなわち，企業は，

労賃その他の諸経費と売上高との差を利益として受け取っているが，公害源となる煙や汚水等の廃

棄物についても，それが自らの企業活動に付随するものである限り，自らの責任で処理するべきで

.あり，これを不特定多数の第三者に押しつけて利益を得ているのは，本来，企業の経費であるべき

･ものを社会的費用化しているのにほかならないというのである。

計測が可能な交換価値の体系にとどまらず，社会的価値という新しい範ちゅうを盛りこむことに

よって，この意図は，経済学の現体系を越えるものといえよう。こうした社会的価値という範ちゅ

うを含む政治経済学の確立が，現代経済学の課題であるといわれるが，現代社会の特徴を価値判断

の基準を欠いた「無目標社会」とする論者もあるくらいで，個炎の価値判断は全く多様化してい

る。たとえば，天然林の伐採は自然破壊であるというのも，非常に情緒的であるが，ひとつの価値

体系には違いないので，こうした多くの価値体系の中から，いかにして適切な施策を選択するかが

澗題である。

林業の場における森林の伐採は，一時的に現状を変えるが復元可能である。というよりむしろ，

継続して生産活動が営まれなければ，林業として成立しないのであるから，自然破壊という告発は

あてはまらない。学術考証などのために，自然の推移にまかせるべき森林を，どのように選択する

‘のか，この際の判断基準が問題である。こうした，特殊な目的を有する一部の森林を除いたほとん

どの森林については，森林の持つ多面的な機能を最高度に発揮するような施策が必要である。この

ためには，森林は，林業経営による収益のほか，いかほどの外部経済効果をもつのか，経営活動に

.おいていかほどのものを社会的費用化しているのかを追求してゆく必要がある。あらつぽいいい方

であるが，公害すなわち社会的損失に対する概念として，公益すなわち社会的利益を対置してゑれ

‘ぱ，この総合的なバランスをどうするのかということが，国民の福祉水準の向上を目標とする施策

選択の基準として，よりいっそう重要視されることになるし，従来，貨幣価値の尺度の承でこの（

･ランスを考えていたことへ反省を加えるなど，価値判断の転換が必要となろう。

現在，われわれは，森林の機能を慣用的に経済的機能と公益的機能とに分けて論じている。森林

sの効用に対して，直接的に対価の支払い（収益）があるのが経済的機能であり，不特定多数に利益

をもたらu直接的な対価の支払いがないのを公益的機能としていたわけであるが，今後は，こう
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した二分論でなく，むしろ，すべてを包含した多面的な機能として把握し，この極大発揮を指向し

て，森林施業の方法を追求してゆく必要がある。

たとえば，皆伐面積を拡大することによって，企業内の平均費用が逓減していくが，逆に，水源

かん養とか国土保全上の機能が低下してゆくとすれば，社会的費用が逓増していくということを示

しているので，両者を総合的に承て費用極小となる面積規模を指向することが必要であろうし，ま

た，木材生産による収益と，外部経済（社会）効果の総和を極大化するような施業が望ましいわけ

であり，こうした観点から，施業技術を再検討してゆく必要があろう。

1960年代は，科学技術の革新時代で，これを駆使して経済社会も著しく発展したというのが，か．

っての一致した認識であった。経済は成長し，われわれの分け前も物的にはたしかに大きくなった．

が，公害源を企業内で処理せずに社会的費用化しなければ，企業が成立しえず，その結果公害が発

生し，生活環境が悪化してきたということは，その基礎となる科学技術がいささか不十分であった

ということにもなろう。このような認識に立って,最近技術再評価（テクノロジー・アセスメント)’

ということが盛んにいわれているが，森林施業においても，物的生産性や採算性の象を追求して，

スケール・メリットを図るようなやり方は，これからの多目的施業技術としては排されてこよう。

たとえば，木材生産機能と水源かん養機能の発揮を主体として皆伐作業をとる場合であっても，環

境保全の面から伐区の大きさを制限し，沢筋，尾根筋へ保護樹帯を設置するとともに，鳥獣生息た

めにも，この保護樹帯は広葉樹林化あるいは，わい林化するなどの配慮も必要とされよう。また，

この際の伐区のとり方，形状等にしても，美的感覚をそこなわないよう配慮する必要が，今後生じ．

てくるであろうから，こうした手法と,物的生産性を向上させていくために,当然必要とされる「標

準化」をいかに合理的に調和させていくのか，今後の施業技術の課題といえよう。

いいかえれば，個尭のモジュールとして，現在までに進展してきた林業技術を，森林に要請され．

る多目的な視点から見直して，いわばシステム技術として再編成し，貴重な森林資源の最適配分を・

図ってゆく努力が必要であろう。

なお，とくに国有林について付言するならば，森林施業の基本理念のひとつに，収謹保統(量的)‘

がある。もちろんこれには，天然林が人工林化することによって，量的保続は価値的保続に通ずる

という前提と同時に公益性への配慮がある。一歩進めて，この価値的保続を企業維持という観点か

らみれば，国有林野事業を収益費用の連関体であるゴーイングコンサーンとして把握することにな

ろう。現在，収支赤字の基調が問題となっているわけ-であるが，国有林の外部経済効果が，長期的；

に象てこの赤字を償う以上にあるならば，公企業体として健全な運営であると認識し，環境，保全

を含め森林の多面的機能を確保するに十分な投資の配分が望まれるところである。

3．むすび

「人間生活と風土とが一体となって民族の歴史を形成していく」と，よくいわれるが，日本人の，

民族性は，美しい風土の中ではぐくまれてきたわけであり，自然から隔離された人工都市の中にの

み住んでいれば，総神的なひずみをきたしてこよう。大都会に住んで，たまに森林内にはいると心“

身ともに安らぎを感ずるが，都市の過密の中で，多くの人が緑へのノスタルジアにおちいってい，

る。そうしたことから，昨今のエコロジー。ブームはファッシ雲ソ界にまで及んでおり，フォレス．

トグリーンが流行色というように，まさに，〃緑〃〃承どり'1である。

したがって，自然環境保全法の成立は，まことに時機を得ており喜ばしいことである。しかし，

この法律は，過疎現象の方が，むしろ問題とされている農山村の森林の保護規制がおもな内容とな

っており，緊急な対策が望まれる過密都市の環境問題から視点をずらせている。

先ごろの世界人間環境会議においても，「環境破壊をし，その結果物質的に豊かになったのは先
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進国だけである。発展途上国が，これから，工業化をしていく過程で，今までにないきびしい規制

をはめられるとすれば，発展途上国は，常に大きな負担をおわされることになり，容易なことでは

離陸（ティク・オフ）できない」というような南北問題を，あらためて感じさせられたが，国内に

おける大都市と農山村の関係にも，似たような側面が少なからず存在するように思われる。したが

って，経済成長偏重から福祉優先へという大きな路線転換のなかで，都市においては，過密を緩和

し，積極的に緑を復元して生活環境を改善して-いくとともに，農山村においては，自然環境の保全

に十分配慮しながら，地域経済社会の発展を図っていくような施策が望まれてこよう。

自然環境保全法は成立したが，このあと，これを現地におろしていく過程一一区域指定，保全計

画作成等一があるわけであって，この際には，こうした点への配臘も望まれるところであり，林

業サイドにおいても，既述したように，自然環境の保全と-'一分調和した施業方法をとることによっ

て，国民の福祉の向上に資することが肝要であろう。
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ロ，ヤプコウジ，コハシゴシダ'シラカゴケ，′､イゴ；

ヶなどとといこあらわれていた｡地唾と$IEWで,;
《

スギの40年時樹高は南部で6．1～10.6m,中部で6.8;
駈

苦

~11.5mにすぎなかった。《
；

この植物は暖帯の林地に広く出現するが，地表をマミ
亀

ツト状に被穏する型と'他の樹木にまきあがる型とに：
：

区別することができる。スギ人工林のクロバイーシャ、
§

ｼｬﾝポ型にあらわれたものはマツﾄ状のものであ：
《

為｡これは人工林にかぎらず二次林などでもみられる：

傾陶で，地位*腱の場合に砿区別する必要がある｡す；
《

なわち，マツ'､状のテイカカズラのあらわれるような；
も

林地は'人工林として良好な成績の期待できないとこ；
》

ろということができる。 《
K

ゼ
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;する。
も

：他の樹木にから承つき,しばしば,0数ﾒー ﾄﾙに
､
”

;達する｡葉は対生,革質,全縁で,上面にば光沢があ
;る｡初夏,葉腋または頂に白色の花を集散状につけ，
、

:香りが潤い｡果雲憾袋果,細長いさや状で長さ,5～
》
《18cm,熟すと裂開して一端に長い毛を多数つけた種
；

;子をとばす。
、

；属名のTrachelospermaはギリシャ語のtrachelos
：

;(頚)+"…(種子),穂名のasiaticum臆ｱジﾌ
ﾐの,の意。
§

：スギ人工林調査の際には,暖帯南部および中部の尾
、

:根地形,BD(d),Bc,BA型土壌に成立するｸﾛバｲ
《一ｼｬｼｬﾝボ型林床型の組成種として,ｸﾛバｲ，
、

；ｼｬｼｬﾝポ,アカカシ,ｽダジｲ,モッコク,ヤマモ
》
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沖縄における森林害虫相の調査研究
くによしせいほ

国古清保
（沖縄県林業試験場長）
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得一博士が昆虫調査のため沖縄にこられたので真先に随

行を希望し，昆虫調査の手伝いをしたことが始まりで，

以来20年ぐらい調査研究をしていることになり調-。
その間本土の各試験研究機関および各大学の先生方と

連絡をとりながら，調査研究を続けてきた次第でありま

す。

1．はじめに

今回，はからずも表題に対して林業技術賞を受賞いた
しましたことは，身にあまる光栄で感謝感激しておりま

す。

常日ごろ調査研究に種をご指導ご鞭漣下さいました，

故素木得一先生の霊にご報告申し上げるとともに，林業

試験場の竹原場長，元林業試験場保護部今関，藍野両部

長，現伊藤部長をばじめ各科長，研究室の方を，また九

州支場森本室長，高知大学小島教授，愛知教育大学大平

教授，西ケ原挫業技術研究所の長谷川，福原両技官その

他先輩のご指導の賜物であり，紙面をお借りして厚くお

礼を申し上げます。

韮

色

4．沖縄の昆虫相の特性

前述したように，沖縄の気象は亜熱帯気候に属し，日

本の最南端にあるため，樹種，病害虫の種類，発生時期

等も本土と異なり，また南方系と北方系の昆虫が入りま

じって生活している所で，昆虫群の宝庫地帯といわれて

います。

このような現況下にある沖縄の森林害虫のおもな種類

について，その一例を述べて染ます。

イ．マツカレハについて

マツカレハの発生は，1925年3月沖縄本島南部地区に

大発生した記録があり，その後の発生はなく，したがっ

て害虫の仲間に入れなかったのであります。

1964年に突発的に大発生し，沖縄本島中南部地区に大

被害を与えましたが，現在はまた発生がなく害虫の仲間

に入れなくてもよいぐらいになりましたが，その特性は

次のとおりであります。

1．発生は年4回

2．幼虫の発育に個体差が多く，年中幼虫が発生して

いるように見える

3．幼虫期間

最長のもので95日

最短のもので39日

4．蝿期間

最長のもので17日

最短のもので12日

ロ．竹類の重要害虫サピアヤカミキリについて

本土においては，本種は害虫の仲間に入れていないよ

うでありますが，沖縄では生立竹を加害する最も重要な

害虫で，竹材の利用に多くの障害を与えています。

2．沖縄の地理と気候

沖縄県は鹿児島から450マイル，台湾から390-マイル

の地点に点在する琉球列島をさし，沖縄本島，久米島，

宮古，石垣，西表，与那国等60余の島からなっており，

東京からジェッ1，機で2時間の距離にあり，年中冬を知

らない暖かい気候に恵まれ，夏の最高気温は34｡C,冬

の最底気温が6.C程度で,年間の平均気温は22｡Cとな

っております。
＝

3．戦前の研究と戦後の状況

戦前の沖縄には林業試験場がなく，またこれに代わる

べき森林保護関係の試験研究施設等も皆無の状態で，マ

ツカレハ，およびイヌマキを加害するキオピエダシヤ

ク，モクマオウを加害するサカグチマイマイ等の虫名が

知られている程度でありました。

沖縄ば今次大戦による森林被害と，復興資材供給のた

め森林の荒廃はその極に達し，さらに残存木に多くの害

虫が異常発生し，社会的に大きな問題となってきた現況

において，参考文献等が皆無で，また森林害虫を調査研

究した先薙もおらず，そのうえ害虫の研究をしたことの

ないわたくしにとっては，まことに荷の重い仕事であり

ました。

幸い日本において昆虫界の大先生であられた，故素木

＄

や
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本種は最初生立竹の節と節の間に産卵し，ふ化した幼

虫は内部を食害する関係で，風折等で竹材の利用はでき

ないほど被害の大きいものであります。

本種の防除については，現在研究中であります。

〃､、マツノミドリジ､バチについて

本土においては大した被害はないようですが，沖縄の

主要造林樹種であるリュウキュウマツは，現地直播造林

をするため，播種後4年生以下の造林木に多くの被害を

与え，本土のマツカレハの被害と同じような重要害虫で

あります。

二．マツノシンマダラメイガについて

本土のように，新梢部の加害は同じでありますが，樹

幹被害が特に多く，枝のつけ根の部分を加害すると，加

害部の上部は衰弱し，キイロコキクイムシの被害を受け

ることが多いので，重要害虫として取り扱っています。

以上のとおりでありますが，防除方法については，本

土と同じ点が多いので省略します。

5．研究と普及事業

研究は県民のためのものであることを肝に銘じ，成果

が判明次第研究報告はもちろん，新聞，農林関係の発行

する広報誌（みどり，農林水産だより，薬温叢書，林業

資料，農山漁家の歴等）にわかりやすく登城するように

していますが，その一例は別表のとおりであります。

また，地域性を生かした研究として，木材処理による

防腐，防蟻試験があります。

沖縄は森林資源に乏しく，木材需要の90％以上を輪，

移入に依存しなければならない現状にありながら，その

天然の立地条件が高温多湿その他により，シロアリその

他の害虫や，木材腐朽菌の生息，繁殖に最良の条件を備

えているため，それらによる木材や木造建造物の被害が

はなはだしく，さらにその加害によって台風時の倒淡損

壊等を誘発し，被害度は増大しているのであります。

かかる現状において，木材の防腐，防蟻対策は緊急の

重大事であり，特に戦後は外材の使用が多く，その材質

.を知らないで使用したため，各地に多くの被害が現われ

・ていることは，社会問題として注目されています。

特にわれわれ林業人は，この点を問題視して，木材の

生産ばかりでなく，国民が安心して木材を使用できるよ

うな処置を研究することは，最もたいせつなことである

．うと思います。

一般に木材のよい面は知っているが，欠点を補うこと

．も林業人の努めであろうと思い，試験場内にシロアリ飼

育用タソク（内径76cm,深さ90cm,セメント製）を

33個設置し，樹種別，薬剤別の試験を実施中であります

(本試験は，1961年ごろから実施しています)。

沖縄の気象条件下では，シロアリは年中繁殖，加害し

ているため，本土で3～4年で試験結果がわかるものは，

1年しか要しないことが特徴といえましェう。

6．現在までの成果

各種の害虫相を調査研究している間に，次のような種

類が発見されました。

1．新種

クニヨシキクイムシ

フクギノコキクイムシ

オキナワマルヤドリパエ

（マツカレハの重要天敵であります）

クニヨシクロツヤハダコメツキ

クニヨシホソコメツキ

クニヨシアカコメツキ

クニヨシシロオピゾウムシ

2．新記載

フィリッピンキクイムシ

オオハマポウノコキクイムシ

ガジュマルノコキクイムシ

デイゴノメイガ

ビロウノ黒やに（脂）病

3．未同定のもの(新種である旨連絡のあったもの）

芝生のカイカラムシ1種

広葉樹のコキクイムシ3〃

ゾウムシ類5〃

クロツバメガの天敵1〃

7．昆虫調査研究の回顧

（1）いまから17年前の沖縄は，生活必需物資が極度に

不足し，給与も少なく生活が苦しい時代でありました。

また日本旅行用パスポートが，1カ月余りの月日を要

して発給され，社会情勢もかなりこんとんとしていた時

に，自分で採集した昆虫を分類，同定の指導をうけるた

め，標本縮5個を持参して，はじめての旅行先である東

京に出発した時の思い出は，今も頭の中に深く刻象込ま

れています。

前述したように給与が少なく，子供の教育等でいちば

ん困っていた時で，当時の琉球政府も外地旅行の予算が

なく，個人としても貯金がありませんので，頼母子講の

発起人になり，これを旅費にしてあとで月賦で返済した

こともありますが,わたくしは健康に恵まれているから，

病気で入院したと思えばよいではないか，と家族を説得

したことを，数えあげれば10回余りにもなるようです。

－7－



森林病害虫防除暦（抜粋）
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このように過去の研究生活を反省した場合，生物を研

究するものの心がまえとして，家族の理解はもちろん，

特に妻の暖かい支持が最も必要なことであろうと思いま

す。

（2）1968年ごろマツクイムシが異常発生したため，当

時の琉球政府行政主席が，アメリカ民政府高等弁務官

(最高責任者)に，防除指導のためその筋の専門家を要請

したので，アメリカ本国のカリフォルニア州バークレー

在大平洋南森林牧場試験場から昆虫関係の人が来島され

たことがあります。

わたくしも当時林業試験場で保誰を担当していたた

め，随行して指導を受けるようになりましたが，現場で

説明を受けている間に話の焦点がわからないため，専門

はなんでしょうかとうかがって承ると，鱗翅目を専攻し

ているが，マツクイムシ類は見たことがないとのこと

で，指導どころでばなく，採集にきたようなものであり

ましたが，米国民政府発行の壁新聞に，写真つきで大き

峠の仏

諏訪から浜松をむすぶ150キロの道を，昔は秋葉街

道といって，信仰の道であった。浜松の北方にそびえ

る秋紫山を"火伏せの神""火防の神様〃といって，火

事をふせぐ神として，名古屋から東の人灸の信仰を集

め,文化,文政(1804～1829)のころは信州や，甲斐の

国から多くの人盈が往来した古い文書力銭っている。

その以前のこの道は，今の伊那谷を通って，信州と

三河を結ぶ帆三州街道帆におとらぬ重要な街道であっ

たに違いない。武田信玄の高遠城攻めも，南の浜松城

の徳川家康の動静を知るためにも，この道がつかわれ

たに違いない。

わたくしは何回か，茅野から杖突峠を越して高遠へ

行ったことがある。秋葉街道の信州側のはじまりであ

る。ここまでを，別に杖突街道と呼ぶ人もある。今は

バス道路が開通して楽に往復できるが，それまでは旧

道をまつすぐにのぼったのである。杖突峠の名は，こ

の急な山路を，杖をたよりにあえぎながらのぼったの

で，つけられたといわれている。

しかし，その山路のいたるところに，石の仏がまつ

ってあって，あえぎながらのぼる人に，臆ほえ拳かけ，

はげましてくれた思い出がある。峠に立つと，諏訪湖

が大きな丸い鏡のように光っていて，峠路の苦し拳を

〔山の

く現地指導をしているように宣伝しているものを見た時

(実はわたくし力課集し，虫名を教えていた時の写真)，

メンツを重んじる国民性には，おかしくもなることが多

く，理解できない点がありました。

（3）病害虫の防除は，被害地一帯をいっさい防除する

ことが最も重要なことでありますが，沖縄にほ軍用地が

多くいろいろな問題がありました。

軍用地は軍が直接管理するようになっており，要請が

なければ被害地に入ることもできませんでした。

軍施設内の管理にもおのおの専門官がおり，保誰部面

にも保謹の専門官がおりましたが，害虫防除には，入手

できた薬剤をどの病害虫にも同じ薬剤を散布しており，

防除効果があがらないのは当然のことで，その専門官と

話し合っている間に感じたことは，専門官の椅子があい

て（欠員）いたから発令されたようで，大国アメリカの

植民地政策の一端をのぞかせた一例といえましょう。

わすれさせてくれたが，今は湖畔に工場が建ち，湖も

公害でどす黒く汚れてしまった。この春に茅野から杖

突峠をこえて御堂垣外の宿までいった。山の仏さま

は，ほとんどなくなっていたが，路にはずれた木かげ

に，承おぼえのある道祖神を象つけ，いいしれぬなつ

かしさにひたった。

山田耕之（東京）

〔詩戟鰡識隆霊濡鑿許蘇ります〕

生活〕．
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1.はじめに

最近，森林に対して自然保護環境維持，レクリエー

ション等について，国民の要請が高まっていますが，当

定山渓営林署は’北海道の首都札幌市（人口105万人．

政令指定都市）に属し，市内を縫流して石狩川へ注ぐ豊

平川の上流地域を国道230号線にそって，札幌市全面積

の47％を占めています。この定山渓国有林の中核をなす

定山渓製品事業林は’北海道国有林のうちで最も森林の

多目的利用の要請される地域です。すなわちこの地域は

支笏洞爺国立公園に属し，わが国で股初の本格的山岳ハ

イウェイと称されている札幌市から中山峠へ通ずる定山

渓新国道から一望され’国道から見渡せる地域の森林景

観の維持培義が要望されています。また本年完成の豊平

峡ダムは’140万市民に対する給水，洪水調節，発電の

多目的ダムで，定山渓市街より上流7km地点の渓谷に

位置し’この上流全域は，著しい人口増加を象せている

札幌市の給水源として，水源かん養保安林の指定をうけ

ており，水資源の確保，国土保全を前提とした施業を行

なわなければならなくなりました。このように，定山渓

製品砺業林は，森林の持つ公益的機能を確保しつつ，林

業経営を持続させうる施業体系を確立することが急務と

され

①森林景観の維持

②水源かん養機能の確保

③高収益の林業経営

を経営の三大目的とし，高密路網を前提とした択伐を基

本とする天然林施業を行なう計画を昭和44年10月に樹

立し現在実行中です6

包轄区域10,814ha(水源かん養保安林）

内2,578〃（鬮瀞園第1種特別 ●

〃369〃（〃鋪2種〃）

対象面積〃7,867〃（〃普通地域）
垂

施業区域5,852〃（水源かん菱保安林）

内223〃囑霧圏第2種特別
（〃普通地域）〃5，629〃
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路網を前提とした択伐作業
回帰年15年更正期間30年

無立木地，疎開地（照度20％以上)→新植

回帰年

疎開地無立木地，
人工補正

更新種

公道|灘臘|施蕊道 計

路網整術延長kml5.61"71114911204130a6
密度､ﾉhal.91108:921"115L0

－－

４

ニ
グ

3,042R/m(平均目標単価）

』"調/"(霧静蝋鴨鮎）
低コスト

道作設単

価目標 ’

（3）選木は，個体，樹群，林型それぞれの発展性の可

否を十分に配慮して，伐採後に群，林型が破壊されず，

成長量の増大が見込まれるよう行なう。

（4）伐採跡地は全域つる切除伐を実施し，無立木地，

相対照度20％以上の稚幼樹の少ない箇所は植込象を行

なう。

このことから，天然林施業の作業種は，択伐一人工補

正に要約でき，人工林に準ずる新植，傘下造林，群を発

展させる植込承，ダケカンバなどの天然下種更新等が，

大型機械化を前提として展開されますb

1.天然林施業の概要

新しい択伐法を要約しますと，

（1）高密路網を前提として地利級のよい箇所の承伐採

する。

（2）伐採率は全体で30％以内を堅持する。40％以上

伐採すると林型，樹群が破壊され風倒，枯損木を生ずる

割合が高童る。

ヤ
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されるよう，ワンプルシステムースリーブルシステムで

実行しています。

3．砂利敷については，路体の乾燥後適期に行なうこ

とが大切で，とくに軟弱地盤の箇所は，敷砂利を少なく

し路盤の安定をはかるため，クレモナシート敷,金網敷〆

枝条敷を組承合わせて行なっています。

4．現在までの実行結果

路網整備は，昭和44年10月に計画を樹立，ただちに

11.森林景観の維持を考慮した施業方針

三大目標の第一に掲げた森林景観の維持については，

とくに考慮しております○これば大衆のいこいの場が自

然に向けられている現状からして，わたくしたちは前向

きの姿勢でこれに対処し，国民の理解を深めようと考え

たからです。その施業方針は次のように定めました。

（1）森林美を目的とする施業は，国道からの近景，中

景，遠景に応じて異にし，近景（'00～200m)は，国立

公園第一種特別地域見込地として，原則

等

表－1高密路網整備状況
として禁伐とする（枯れ木も生産力であ

る)。中景は原則としてエゾマツ優占木

の発展性のあるものを1～2本残置して

天然林の趣をだし，遠景は本来の択伐と

する。

@）高密路網の作設,選木にあたって，

国道に面する斜面等で，国道より路網の

見渡せる箇所にあっては，路線の下側20

mはいかなる場合であっても弱度の択伐

にとどめ，かつ後継樹のない場合は植込

象を行なう。

－

』

経費(R/m)長(m)延

｜予定実行
全体計画実行

~"'451461計’471,

割当宝蕩
3,9125,34110,16119,414

5,09610,11610,58325,795

全体計画
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実行にはいりましたが，表－1のとおり，昭和46年度

末では,77kmに達し，昭和47年度計画の38kmを加

えると,115kmになります。この対象面積は2,500ha,

で，路網密度は44m/haとなっています。

5．今後の課題

路網の作設については，ほぼ軌道にのりましたが，さ

らにf殼時における岩石地帯，湿地帯における機械の選

定，支障木処理のための，ホイルタイプトラクターの使

用，フォーワーダーの実験を行なう予定です。また延長

が100kmを越える段階にもなり，この維持管理が今後

の大きな課題ですが，現在のところ，モーターグレーダ．

一による路面整正，ショベルバックホー側溝機による側

溝確備を行なっています。

Ⅳ、高密路網の整備

1．路網整備についての基本的事項

天然林施業は，路網の整備がなされてはじめて可能で

あるとの認識にたち，わたくしたちは，まず路網整備に

ついて

①安全性（山・人・車両に対して）

②機能的（高規格・エンドレス方式）

③低コスト

を基本に，幅員は3.6～5xn,勾配は原則として6%以

内，曲線半径は10m以上，側溝はブルドーザによるL

型とする。特に勾配については最重点としています。こ

れは路面上で雨水を走らせず，路床洗掘，敷砂利の流失

を防ぎ，砂利敷厚の軽減をはかり，また，順逆勾配の観

念をなくし，砂利数ダンプトラック，運材トラックの積

載量を高めることにもなります。また林地保全，景観上

から必要なところは法面緑化を行ないます。

2路網の作設と道路支障木の処理

路網の作設にあたり，最大の課題は,道路支障木の処

理です。従来は路体作設工事と支障木処理を別途きりは

なしてきましたが，支障木の数鎚:も相当にのぼり，これ

をいかに製品価値を落とさず，効率的に生産するかが問

題です。これを解決するため，路網の作設と支障木の搬

出とを一体化し’路網開設速度と道路支障木の生産性と

を関連させ，道路支障木の生産性を4m3I人・日が確保

垂

垂

●

V.選木指針

択伐を基本とする天然林施業にとって，最も重要な事

項は選木です。この施業法が成功するか否かの鍵は選木

にあるからです。そこで，林型，樹群を単位に最も自然

の法則にかなった施業を行なうには，まず構成樹種それ

ぞれの種の特性，すなわち，陰樹か陽樹か，耐陰性，樹

命，萠芽性等どのような生活形をもっているかを解明し

樹群，林型の取扱いを画一的に行なわないことです。こ

の地域の構成樹種の優占木の平均樹齢，耐陰性の特徴，

伐採率と伐採後に生ずる枯損率（支障木も含む）を分析

し，選木は1本1本の発展性の可否をも十分考慮し，林
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ツト苗（大苗）および普通苗の大苗とする。

（5）亜高山ダケカンバ林では，ブルドーザ地がきによ

るカンパの天然更新をはかるとともに，枝下高の高い樹

下にアカエゾマツを植込み，カンパとの混交林を造成す

る。

以上のように人工補正を主体とした育林即喋が高密路

網を前提として展開しましたが，45，46年度の実行結果

は表－3のとおりで，労働生産性の向上，実行単価の減

少のほか，単純一斉林をさける諸体系から，諸害に強い

抵抗力のある森林が安全，確実につくられます。

表－3育林事業実績表

分の調和が保たれる限界の伐採率がどの程度であるかを

あらかじめ想定し，選木していますが，全体としては

30％以内とし，選木指針を定めました。

Ⅵ生産体系

皆伐を主体としていた従前と比し，択伐の場合は作業

面積が広がり，能率の低下をきたすのではないかとの心

配がありましたが，路網の整備による実労働時間の上

昇，集材距離の短縮，資材Xn3回りが大きくなったこと

により功程は上昇し，表－2のとおり能率は大幅に向上

しました。集材は，従来の全幹方式朧，トラクター集材

の承とし，集材機集材は普通(玉切)材方式で，残存木，

稚幼樹をいためない簡易索張り（定山渓式フォーリング

プIコック）としました。新しいものにクレーン集材があ

ります。定山渓改良型モリクレーンによる集材，巻立の

併行作業です。路網上より塔載した複胴ウインチを利用

し，集材機同様の簡易索張りにより，リモコンで集材，

クレーンによる選別巻立を行ないます。アウ}､リガーに

よる固定，移動が容易にできる利点があります。

表－2製品生産事業実級表
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辿埜蕊競
植付|蟻i錨

△

下刈’’0’
今後の検討課題としては，人工補正の更新完了面積の

増大に伴い，その保育，保護をいかに良好に持続させる

かにかかっていますが，この対策として専任のパトロー

ル班を編成，路網を活用して常に現状管理をする必要が

あります。

－－

ミミごr穂1雷=｣重重繭謹囑
100

‐

128

昭和44年度’1301．593．69

1.721031．60

652．23

〃45〃
－

157
Ⅷ、むすび

高密路網による森林施業の長所，短所については，い

ろいろと述べられていますが，ここでは3カ年の実行を

通じて得た成果（効果）について述べてゑます。

（1）生産ならびに育林事業の労働条件が大幅に向上し

従事している職員，作業員が全面的に支持している。

（2）森林景観の維持等，森林の持つ公益的機能との調

整がはかられた結果，自然保護の識者より好評を博して

いる。

（2）長期にわたって大径優良木の供給が確保され，将

来は単木銘木売りが実行可能となった。

（4）枯損木等の被害木が単木的に発生しても，収穫，

生産，販売が可能となった。

（＄キメ細かな天然林施業の作業が可能となった。

（句林内歩行移動時間の短縮により，実働時間が増し

労働生産性の向上がはかられた。

しかし，この施薬もようやくその緒についたところで

あり，検討すべき問題は今後もでてくるものと思われま

す。わたくしたちは，この体系を定着させるため，問題

意識を明確にしながら，解決すべき事項はそのつどプロ

ジークトのなかで，努力を重ねてゆくつもりです。

各位のご指導を切にお願い申しあげる次第です。

5．79〃46〃

今後の課題としては，フォーワーダー，フォークロー

ダー，移動集材機（タワー付，リモコン化）の検討が必

要です。

＝Vi.育林体系

伐採跡の林型，樹群の状況によってキメ細かな更新方

法をとっていますが，基本は天下I類植込象としていま

す。また，伐採に関係なく林地に介在する無立木地,疎

開林にも積極的に植込象，林分全体の成長量の増大をは

かっています。

詰もな作業方法は次のとおりです。

（1）傾斜，7度未満で，稚樹の更新がない箇所は，レ

ーキ，ロータリーカッターを装備するブルドーザによる

地栫え

（2）植込樹種は，トドマツを主，アカエゾマツを従と

iし，原則として混植とする。

（3）天下I類の地持えは，伐採後の状態により,7m,

smの穴刈り,3mの筋刈りとし，刈払後の状態はモザ

ーイク模様となる。

（4）植付期間の長期化と，保育期間の短縮のため，ポ

学
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！ はじめに

北海道にある森林560万haのうち，その75%にあ

たる419万haはまだ天然林である。しかも北海道での

人工林化の可能な林地は，ほぼ190万haと予想されて

いるので，将来においても天然林の比率は50％をくだ

らないものと考えられる。

また，北海道の気象条件はきわめてきびしく，各地の

既往人工林において東霜害や雪害などの気象害が発生す

るなど，将来における人工林造成への道はけわしい。さ

らに近年，自然保護の見地からも，天然林の重要性が認

識されてきている。

したがって，北海道の林業においては，天然林の蓄積

と成長の状態を的確に把握することは，林業経営の基本

的事項の一つであるということができよう。このうち蓄

積については，サンプリングの手法や航空写翼を利用す

ることによって，客観的に，ある程度の精度で推定する

ことが可能になってきている。しかし成長鐙について

は，人工林ではともかく天然林については，その調査の

方法論や成果は，まだ十分なものとはいえない。

さらに，天然林の成長は，施業の方法によってかなり

違ったものになってくると考えられる。このため，全体

の成長鐘もさることながら，それぞれの林木がどのよう

な成長をしているか，したがって，伐採にあたってはど

のような木をどの程度に，どのように残せば最大の成長

量をあげることができるかを知ることも大切である。

このようなことから，天然林の成長とその調査法につ

いて'道有林美深経営区の施業対象となる天然林39,870

haを対象として調査を行なったので，その概要を報告

する。

移写した。この写真点の右上に0.25haの方形プロット

を設け，針広混交歩合，樹高，疎密度を写真判読し，そ

の判読値によって母集団を20個の層に層化した。

次に’第2次標本は過去の資料や調査功程を勘案して

250点とした。これを各層の重みに比例して配分し，第

1次標本の中から層ごとに独立に，等確率で抽出した。

2．現地調査

航空写真上に刺針されている標本点を現地に確定し，

次の調査を行なった。

（1）蓄積調査

標本原点の北東方向に50m×50mの方形プロットを

設けて蓄積調査プロッI、とし，プロット内の林木の胸高

直径，成長階，10年間の枯損量を調査した。

（2）成長量調査

標本原点から断面積乗数2でカウントされる林木を求

あ，それらのうちもっとも遠くのカウント木を結んでで

きる多角形を成長量調査ポイントとし，ポイント内の林

木について，ポイント原点からの水平距離と方位角，胸

高直径，直径成長量および成長階を調査した。

なお，成長階はI､ドマツ，エゾマツだけについて，次

の基準によって区分した。

優良木一きわめて|圧盛な成長をしているもの。すなわ

ち，樹皮薄く，平滑淡色で，着生植物がなく，樹冠は円

錐形で，樹枝が連続し，着葉量の多いもの。

劣等木一成長が停止または衰退しているもの。すなわ

ち,樹皮が厚く，焔裂や条裂があり，暗色で着生植物が

多く，樹冠は円く，樹枝は断続し,着葉量が少ないもの。

普通木一上記以外のもの。

一
一

垂

注

I調査資料のとりまとめと調査結果

以上の調査による資料から，調査対象天然林の蓄積，

成長量および成長率，枯損量および枯損率を，次のよう

にとりまとあた。

A蓄積

母集団とした天然林のha当たり材積は，層化のため

I調査方法

1．調査漂本数の決定とその抽出法

まず天然林を区画した1万分の1地形図上に3.5cmの

方形の格子線を引き，その交点を第’次標本点とした。

その個数は3,255点で，この点を航空写真上に見取りで

＊受賀当時は北海道庁企画部勤務

－13－



種別，成長階別内訳は表－3のとおりである。

これから，母集団とした天然林のha当たり粗成長量

および粗成長率を，次の五つの方法でとりまとめた（表

－4)。

1方法I(直径階別成長蹴法）

a母集団全体でとりまとめる場合

まず，成長錐調査資料から，直径階別直径成長量を樹

種別，成長階別に求め，これを材積成長量に変換した

（図’～3)。次に，蓄積調査プロット全体の成長階月埴

径階別の本数および材積を求め，さきの成長階別直径階

別材積成長量をもちいて母集団でのha当たり成長量お

よび成長率を求めた。

bプロッl､別にとりまとめる場合

まず，蓄積調査プロットごとの成長階別直径階別本数

を求め｣aで求めた成長階別直径階別材積成長量を乗じ

てプロットごとのha当たり成長量を求あた。この値か

ら，母集団でのha当たり成長鐙を単純推定で，成長率

を比推定で求めた。

2方法I(角度加算法の応用による法）

各ポイントの各林木について，ポイント原点からの距

離，胸高直径，樹皮厚，5年間の直径成長量を測定して

いるので，角度加算法の手法によって現在および5年前

のha当たり材積,ha当たり成長量を求め，回帰推定

によって母集団でのha当たり成長量を求あた。

3方法I(角度通算法の応用による法）

各ポイントにおいて，|股界断面積乗数2以上のものの

現在および5年前の本数を求めているので，母集団での

成長率を比推定で求め，これにha当たり材積を乗じて

の二重抽出を行ない，標本を各層に比例配分した場合の

手法に従って求めると，表－1のとおりである。

表-1ha当たり材積の推定

百分率誤差(％）

忠＝＝＝＝＝＝＝＝＝一

針広別｜
針

広

計

誤差分散(m3)

5．0091

7．6147

10.9175

推定値(m3)

38．827

115．623

154．450 ’
11．528

4．770

4．278

B枯損鐙および枯損率

母集団とした天然林のha当たり枯損量および枯損率

は,単純推定法によって求めると,表－2のとおりである。

表－2枯損通および枯損率の推定（10年間平均）

枯損
冥
里 △

率(％）針広別 枯損一一－ロー一■＝一一■＝■■

聯)値|標織篝|”瀞謹
0．3030．094362．18

0．3180．079850．19

0．6210．120638．83

－
０
０
０

｜
芯
型
”’

針
広
計

C粗成長鐙および粗成長率

この調査における成長錐調査本数は966本で，その樹

表－3成長錐調査本数（単位：本）

飼孟呼哨|優良賑|警鐘木|翁等＊
’

11
計

390

94

482

966

トドマ

エヅマ

広葉

計

０
５
６
２

109

14

シ
シ
樹

221

55

び成長量の推定（粗成長）
一

表－4成長率およ ＝

ー

成 長 量
針広別 方法 成長 率（％）

268

280
ａ
ｂ

別
Ｉ

(％）:差(m3)平均値(ma)I標準誤差
0．879

0．9040．0762

0．7250．1172

0．8310．0535

0．8760．0805
0．8770．0798

l百分率誤差

16．85

方法 ２
２
１
２
２
２
２
２

ａ
ｂ
ａ
ｂ
ａ
ｂ
ａ
ｂ
ａ
ｂ

ｌ
ｌ
Ⅳ
Ｖ
１
１
１
Ⅳ
Ｖ
１
１
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

法
法
法
法
法
法
法
法
法
法
法
法
法
法

方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方
方

金’ 30.85

12.87
18.38
18.19

866

141

256

259

021
120

0.725

0.831

0.876

0.877

2531
2．458

』

0．0668 5．44

広 0.1736

0．1122

0．0861
0．0818

19.36

9．56

8．66
8．43

1．545

2028

1．720

1．679

2．080

2．160

2．166

1．615

2．055

1．843

1．816

1．786

2．345

1．989

1．941

3．410

3．362

3．346

2．494

3．176

2．847
2．804 ’1

0.0916

0.2220

0.2216

0.1226

0.1262

0.1124

5．45

13．27

17．67

7．72

8．86

8．02

計
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図－4現在材積と粗成長量の相関図（合計）

0.0314ha当たり5年間

設定できるもの225点について,0,0314haのプロット

を設定した。このプロットについて得られた資料から，

次の二つの方法で成長量および成長率を推定した。

a回帰推定による場合

プロットごとのhaあたり材積と成長量との回帰式を

求め（図－4)，これから母集団でのha当たり成長量お

よび成長率を求めた。

b比推定による場合

プロットごとのha当たり材積と成長量から，比推定

によって母集団での成長率を求め,ha当たり材積を乗

じて成長避を求めた。

6

0.06

4
0.()4．

君屋
2

0.02

垂

一

40
－ －

8090cm60

胸商直径

図－2エゾマツの直径および材積成長量

成長量を求めた。

4方法Ⅳ（単木成長率法）

樹種と成長階を組象合わせた層内の単木成長率を

鯉進幽鶏瀧謡直墜×豊鑑籠暮
から求め，これから母築団の成長率を単純推定し,ha当

たり材積を乗じて成長魁を求めた。

5方法V(プロッI,成長鐘法）

成長鐙調査ポイントごとに立木位置図を作成し’この

位置図上で，ポイント内に半径10mの円形プロットを

W考察

1林分成長戯の推定法について

今回の林分成長笠の推定にもちいた五つの方法には，

それぞれ次のような一長一短がある。

方法la",鮒種別，成長階別，直径階別の成長状態

がわかるが，澗査精度が求められない欠点がある。

方法lbは，樹種別，成長階別，直径階別の成長状態

がわかるうえ，調査糖度が求められ，しかも今回の結果

－15－



（1）天然生のトドマツ，エゾマツおよび広葉樹は，図

1～3に示すように，胸高直径の肥大とともに直径成長

および材積成長量が増大し，ある直径階で最大となり，

その後は直径の肥大とともに低下している。したがって

天然生林木の直径成長量および材積成長量は，胸高直径

と一定の相関関係にあると考えられる。またこの図から

わかるように，エゾマツはトドマツに比べてかなり遅く

まで旺盛な成長をしている。

（2）胸高直径と直径成長量との間の前述の関係は，図

1～3に承るように，必ずしも安定したものではなく各

直径階ごとにかなり多くのちらぼりを示している。この

ことは，一つの直径階においても高い成長をするもの

と，そうでないものとがあることを示している。このた

めこの調査では，トドマツやエゾーマツの樹肌や樹冠の状

態による成長階区分によってその層化をはかり，図1～

3のような差を得た。これらの差が有意差かどうかの検

討催十分でないし，また成長階区分には多くの個人誤差

をともなうおそれはあるが，この成長階区分は,胸高直
径と組皐合わせて利用するならば，択伐作業における伐

採木の選定基準として有用であろう。

では，かなりの高精度となっている。しかしこの誤差の

中には，直径階別の成長通を求めたときの誤差が無視さ

れているため，実際の誤差はもっと大きいものと象なけ

ればならない。

方法Iは，樹種別の成長量が求められないうえ，精度

もあまりよくない。

方法Nは，樹種別の成長量は求められるが，角度通算

法にともなうかたよりを含んでおり，しかも精度はよく

ない。

方法Wは，樹種別，成長階別の成長量が求められ，し

かも精度は良好である。しかし直径階を無視した成長階

区分だけによる成長鐘の推定は，適切な方法ではない。

方法Vは,a,b法とも調査法そのものに欠点はなく，

精度も良好である。またa法では，蓄積と成長量との関

係が求められる利点がある。したがって，林分成長量の

推定法としては，調査法Vが適当であるといえよう。

2林分成長量について

（1）今回の結果（方法Va)を，美深経営区4カ所，

国有林上川北部経営計画区14カ所の成長量測定地の結果

表－5成長途測定地の結果との比較

an

▲

一

針広別|資料別｜

~－｜
美深標

針美深固

旭川固

薊茂長率
（％）

1．49

1．16

1．30

|現溌積純成長量
(ms)

0．58

2．30

Vおわりに

以上，北海道の天然林を対象とした成長量調査の結果

として，次の点を強調しておきたい。

天然林の林分成長量の推定は，一定面積のプロットで

成長錐調査を行なう標本調査法によって推定できる。し

かし天然林の成長量，ことに広蕊樹の成長量や枯損量を

把握するためには，長い年月と多くの困難とがともなう

が成長量測定地を固定し，これをくり返し測定すること

が必要である。

天然林を織成する林木はそれぞれ異なった成長をして

いるが，胸高直径と一定の相関関係にある。そして，ひ

とつの直径階においても成長麓に高低があるが，エゾマ

ツやトドマツでは，樹肌や樹冠の状態によってグルーピ

ングができそうである。この成長階区分は，多くの個人

誤差をともなうおそれはあるが，胸高直径と組にして利

用するならば，択伐作業における伐採木選定のめやすの

ひとつとして有用であろう。

この調査の企画，とりまとめにあたっては，林業試験

場・西沢科長および川端技官，林試北海道支場・真辺室

長に終始懇切なるご教示，ご配臘をいただいた。また，

調査の実施にあたっては，美深経営区の経営計画編成に

たずさわった道有林第二課員および美深林務署員に絶大
なご協力をいただいた。ここに厚くお礼を申しあげる。

恥
祁
認
一

３
７
０
１
１

115.6

158.1

1“』ー
154.4

335‘7

251.8

美深標

美深固

旭川固

1．67

0．93

1．45

0．48

0．80

1．44

0．87

1．00

広

一一

美深標

計美深固

旭川固

2．23

3．23

2．70

＝

Q

と比較した（表－5)。

これからみて，今回の調査結果は，当経営区の天然林

の成長量および成長率としてほぼ妥当なものと考えられ

る。ただ，今回の結果は，広葉樹については若干高くで

ている。これは広葉樹の成長錐調査を，年輪数の読める

樹種に限ったことによるものと考えられる。

このように成長錐調査は，年輪数を読めない樹種を多

く含む天然林での成長遥調査法としては，適切な方法で

はない。このため，天然林の成長量調査は，固定調査地

の再測による以外には決定的な方法はなさそうである。

②haあたり材菰と粗成長量の間には，図~4に示し

たように高い正の相関が認められる。この関係は,今後’

森林調査への電算機の導入にさいして利用価値がある。

3天然林の単木成長について
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かし，第2図の地域内でも，標高の高い所は当然造林は

無理であるし，また,積雪の多い地方では雪害を受ける

ので，造林はさけなければならない。

2）土地的条件

テーダマツは適地の幅が広く，適潤性のBD型土壌で

はもちろんのこと，乾性のBB型土壌でもかなりの成長

をする。清悪な粘土質土壌において，テーダマツがアカ

マツ．クロマツをしのぐ成長を見せているのは驚きであ

る。テーダマツは根が広く張るたあ,広い範囲から養・

水分を吸収することができるといわれ，また，幼時の成

長が早いため落葉量が多く，かつ落葉が分解しやすいの

で，養分循環上有利だといわれている。このように,テ

ーダマツは癖地向樹種として有利な性質をもっている。

また，肥沃地における成長ももちろんよく，スギ以上の

成長をする例がある。熊本営林署金峰山国有林では，苗

畑跡に天然更新したテーダーマツが，26年生の現在，さき

に植栽されたスギを被圧して成育している。しかし’材

の利用上からすれば，わが国ではスギ・ヒノキが有利な

ので，テーダマツはスギ･ヒノキの植えられない所(BC

_BB型土壌）に植えられることになるであろう。

－
６

テーダマツは原産地の北米では，大西洋岸とメキシコ

湾岸にそって，幅約400kmの地域に分布しており，北

はデラウェア州から南はフロリダ州の中部まで，西の端

抵テキサス州の東部にまで至っている（第1図参照)。

エチナータマツなどのマツ類やカシ類等広葉樹との混交

,林として，あるいは，純林として出現する。蓄積が多く

建築材，坑材，パルプ材等用途が広いので，この地方の

重要な林業樹種となっている。

わが国では，おもに，関東以南の各地において試験的

に植栽されている。ややまとまった聯業的な造林地は，

熊本県，徳島県，静岡県，兵庫県などに見られる。しか

‘し，これらはまだ概して幼齢である。

l環境

1）気候的条件

米国におけるテーダマツの分布地域の気候は，年平均

気温14～20｡Cでb1月の平均気温は3．C以上，温量

指数は100～200｡C,年降水量は1,000～1,300mm,そ

’のう･ら，春から夏にかけての成長期の降水量は600mm

以上。

刃晦

a

I)el I育苗

国内のテーダマツ林で，結実年齢に達したものは少な

いので’タネは普通米国産のものを用いる。しかし，国

内のテーダマツ林に結実するタネは，わが国の気候風土

に適するように選択を受けていると考えられ，また，そ

れを支持する事実もある。すなわち，兵庫県林業試験場

の報告によれば'米国産のタネは山出しの活着率が43～

88％であり，系統によって違ったのに反し，同林試構内

のテーダマツに結実したタネは，同じような苗畑の取扱

いを受け’苗の山出し活着率が95％以上であった。

わが国のテーダマツは，12～3年生で結実をはじめ，20

年ぐらいになると，多量に結実する。前記の兵庫県林試第1図米国におけるテーダマツの分布
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常にかわきやすいことである。掘り上げた苗の根のかわ

きをしらべると，掘り上げたときの含水率の45％に低

下するのに，アカマツは4時間かかるが，テーダマツば

2時間であったという。このように，テーダマツの根は・
かわきやすいので，植付けに際しては，水ゴケを入れた

ビニール袋に苗木を入れるなど，根の乾燥を防ぐ工夫を

することが必要である。

テーダマツは直根性であるため，直根を曲げないよう

に植えなくてはならない。直根が曲がったり切れたりす
る場合は，テーダマツの根は再生力が弱いため，植付け
たのち垂下根が発達せず，それが風倒の原因になる。だ

から，植付けに際しては，火ばさ承のようなもので根を
はさんで植穴に入れるなど，根系を曲げないで輔える工・

夫が必要である。徳島県林試では，そのための植付器を
試作して，功程と造林成績に効果を上げているという。

テーダマツは疎植すれば枝が太くなり，また，風によ

る幹折れによってマタ木や幹曲がり等の形質不良木がふ

える。そのうえ，材質からいっても幼時の成長は諸さえ
るほうがよいので，植栽本数はやはりhaあたり3,0001

本程度にするのがよいと思われる。

のテーダマツは，22年生で1本当たり2．41のタネを生

産した。もし入手できれば，こういう国内産のタネを用

いるほうがよいと思われる。年によるタネの豊凶の差は

かなりあるようで，熊本営林署管内西木原国有林のテ

ーダマツ林(1.1ha)は，昭和42年に32年生で2.5kg

のタネを生産したが，翌年は0.3kgであった。次の年

も0.6kg,その次の年は2.3kgであった。豊作の年に

は，結実の全量を採ってはいないと思われるので，年に

よって豊凶の差はかなりある。発芽率は，国内産のタネ

は40～50％ぐらいである。輸入のタネは60％ぐらい

のようだから，国内産のタネも発芽率はあまり悪くはな

い。しかし，凶作の年のタネは6.5％（熊本営林署）と

非常に悪い。

テーダマツは発芽が不ぞろいで，4月にまいたもので

も'梅雨になってからようやく発芽してくるものもある。

このため，まきつけ前には発芽促進処理がぜひ必要であ

る。そのためには，低温湿層処理がよい。すなわち，し

めった砂または水ゴケとタネを層状に並べ，これを1～

3.Cの冷蔵庫内で1～3カ月間貯蔵する。

テーダーマツの苗は，2年生では地上部が大きくなりす

ぎ，根系の発達がそれに伴わない徒長苗となるので，満

1年生苗で山出しするのが普通である。1年生の優良な

山行苗を義成するためには，稚苗の早期床替えをするの

がよい。すなわち，はじめまきつけ床にタネをまき，発

芽開始より1カ月ほどたってから稚苗を本床に床替えす

る。この時，根の先を少し切っておく。テーダマツは成

長が早く，陽樹であるため，苗木全体に日が当たるよう

にする必要があり，床替密庇は思い切って少なくする。

na2当たり40～100本程度にするのがよい。こうすれば，

苗高は据腫苗と同じように30cm程度になり，そのう

え，枝樂の張った，根張りのよい1年生苗をつくること

ができる。

掘取りのときは，根を切らぬように深くくわを入れ

る。そして掘り取ったら，根がかわかぬように，ただち

にぬれたコモの中に入れる。テーダマツは根がかわきや

すいので，このように根を特別に大切にすることが必要

である。その他の育苗法ばアカーマツ・クロマツに準じて

行なえばよい。

＝

1V天然更新

テーダ､弓'ツは天然更新が容易であり，米国では人工造

林とならんで天然更新も行なわれているようである。わ・

が国にも，さきにふれたように，熊本営林署管内金峰山，

国有林には天然更新した林分がある。これは明治44年
に植えられた母樹から側方の苗畑跡に天然下種したもの′

である。現在26年生になっており，一斉林で，面積は．
0.12ha,ha当たり蓄積は約260m3である。母樹は現

在61年生で，ただ1本だけが残っている。このように

天然更新が可能なので，母樹林分があれば，側方天然下

種または保残木作業を行なうことも有利な更新法だと思

われる。壮齢の母樹は風に強いので，孤立木としても風

倒の危険は少ないという。

二
一
４

V保育

テーダマツは強い陽樹で，全陽光のもとで股大の成長

をする。そのうえ，植えた苗木が1年生で小さいから，

植付け後2年間は年2回の下刈りが必要である。満2年

をすぎれば草丈以上に伸びるので，年1回でよくなる。

テーダマツは植え付けてから数年の間は風に弱く，台

風によって倒れやすい。風倒は植付けの翌年がもっとも

ひどい。倒れたら，倒木の引起こしはなるべく早く行な

わなければならない。あまり長期間放置すると，新しい

根系が発達して起こしにくくなる。テーダマツは5年を

ll植栽

1年生苗を植えるのだから，地栫えは全刈りで，でき

るだけていねいに行なう。筋刈りや坪刈りは，すぐに苗

木に日陰をつくるのでさけるべきであろう。

前にもふれたが，テーダマツの苗は一般に山出し後活

着率が悪い。その原因のひとつは，テーダマツの根が非
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過ぎると垂下根が発達して風倒しにくくなり，それ以後ているようで，3～5年ごとに間伐をくり返すべきだ，

蝿風に対して非常に強くなる。と述べている書物もある。〔樹冠長／全樹高〕比が40％以

前述のように，テーダマツは強い陽樹であるため，立下になると，直径成長は著しく落ちる，とのことである

木密度が高ければ，下層木の成長が藩しくおとろえ，個ので，林分がこういう状態になったら，ただちに間伐を

体間の優劣の差がはなはだしくなる。また，逆に疎開すするべきである。一般的には樹形の悪い木や，回復の見

､れば，太い枝が張り，幹が風によって折れて形質不良木込象のない劣勢木などを切るのはもちろんであるが，と

となる。除間伐が重要な仕事であるが，わが国では適切くに，他を被圧しているあばれ木を切るべきである。テ

.な埜準がまだない。米国でもテーダマツの間伐は重視し一ダーマツではとくに，除間伐が手おくれにならぬよう気

第1表テーダマツ林生育状況

●

蕊’ 植栽箇所｜面職|林齢|土壌型|蕊|鮪|艤蕊|涛繍央畜｜術考
ha 年
36

23＊

1nS 1n8本C】、 I、

(1) 群馬県前橋営林署小根山
国有林

埼玉県比企郡赤沼試験地
（1）

〃 （2）

31｢小根山見本林報告書」273 205 0.6

による
垂

(2) BBあるい
はBD(d)

BD(d)

'|繍臓か〕による，
0 09 213 108 0.2826 137.7

|“'(3) **0.0

$磯蕊豊による，
0 10 12 5 8． 8 093 177.8 82，

八王子市浅川実験林（1）i(4) BD38 0.90 06 348 6 022 417 463.7

'(5) (2) BD0 27 165 0．1〃 13 142 469 250.61， b

I(6) 天竜市静岡大学上阿多古
淡習林

静岡県掛川営林署三沢山
国有林

愛知県岡崎営林署豊橋国
有林

〃二川苗畑

**0.0 (湯浅，伊藤)による，
**筆者の推定

｢早期育成林業｣によ患

0 10 10 9.（ 7 7 3， 650 135.6 3〕

((7) 0 15 19.‘ 504 100 0．11 177.4

(8) 同上25 18 6．50 117 380 0．018．8 、

(9) 18 25 100 同上0 0．27

京都市京都大学上賀茂試
験地

兵庫県食i熔郡夢前町林試
試験地

〃宍粟郡山崎町〃

⑩ 11＊ BA～BC **0.0 (中井ぼか）による，
*樹齢，＊*筆者の推定

瑠職霞撫銭瀧定
同上

13．9 6．6 5

垂

⑪
⑫

14＊ BA **0．05.9 5．7 1

今
』

12＊ BB **0.012．5 8.(） 5

鍋 熊本県菊池営林署深葉国
有林

熊本市立田山実験林

BZD0 76 10 8.214．2 0.072， 252 162.0
a

“ BC001 13 12．3 10．2 00633 198.7 62，

熊本営林署金峰山国有林
（1）

〃 （2）

⑮ BD0 24 45 46．0 ｢早期育成林業｣による

天然更新林分

22．2 1.72

⑯ BD0． 12 26 31．1 14．5 261.4 0．50492

熊本営林署西木原国有林
（1）

〃 （2）

⑰ BD－Im0． 50 35 16．924．3 665 291.0 0．3｡

⑱ Bc-Im0． 3542 18．0 12．0 1， 360 210.0 0．16

－19－



をつけねばならない。
野

〆
／
〃
／

〃

／
／

〃
〃
″
〃
〃
ノ
グ
グ
ノ

■
④１

０
〃
〃
ヂ
ノ

ノ

ノ
。
／

／
㈱
ノ

〃
‐
ノ

ノ

Ｕ

Ｊ
Ｊ
ｆ

６Ｊ

一
一
〆
三
〆
〆
〆
〆
グ
ジ
ン
〆
〆
戸
〃
〆

〃

〃
〆

／
〃
ノ

ー
ノ
ノ
ノ
ｆ
‐
ｒ

ｆ
ノ

IV成長

わが国におけるテーダマツ植栽地で，比

較的年齢の高いものをできるだけ集めてみ

ると，第].表のようになる。林分の平均直

径，平均樹商および中央木材積を第3，4，
_~~~~~~P一画一一~ー~一勺弓

5図に図示した。内地一般アカマツ林収穫

表の値は実線で描かれている。テーダマツ

の成長はアカマツよりよく，とくに，直径

については非常にすぐれている。この植栽

例は,BDあるいはBD｡)というよい土壌

に植えられたものが多いのであるが,Bc

+BBでも，中央木材積はアカマツの地位

中以上の成長をしている。とくに，初期の

成長は大きい。点線は米国における成長で

ある。これを見ると，わが国のテーダマツ

林は，直径成長については，原産地の米国

とほぼ同じか，むしろ,よいくらいである。

樹高成長は初期にはよいが，それ以後は

珊L

』
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嘩
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第4図テーダマツ林分の平均樹
高成長
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第3図わが国におけるテーダマ

ツ植栽林分の平均直径成長

(注）実線は内地一般アカマツ林
収謹表，点線は米国における
天然林の成長，数字は第1表
の林分番号を示す
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血
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Ｏ
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米国におけるよりかなり劣ってくる。やはり，原産地とまつくい虫の害

の気候風土の違いによるためであろうか。は，実は，マッザ

イノセンチュウの

Ⅶ保護 害であることが最

1）虫害 近わかったが，林

業試験場九州支場米国ではテーダマツの病気や害虫はいろいろあるよう
で行なったセンチ第5図テーダマツ林分の中央木

であるが，わが国でもっともひどい害をするのは，マツ
の材積成長

ノシゾマダラメイガである。この虫の加害を受けると，ユウの接種試験の
その部分より先の幹が枯れ，またば折れる。’0年生ぐら結果は，次のようである。アカマツには5本に接種し，
いのテーダマツ林では，マタ木や幹の曲がった形質不良5本とも枯れた。クロマツも，3本接種し全部枯れた。

木が非常に多いが，これは，この虫の加害によるものしかし，テーダマツは5本接種したが，1本も枯れなか‘

か，あるいは，風による幹折れである。つたし，また，樹脂浸出量においても異常はゑられなか、

マツケムシにはよく加害を受ける。しかし，アカマツつた。なお，スギとヒノキにも接種したが，まったく影

・クロマツと違って，テーダマツは年に3～4回新梢が響はなかった。このように，マツザイノセンチユウに対

伸びるので，葉を食べられたあとも新しい梢に葉が展開して，テーダマツは完全な抵抗性を示した。まつくい虫．

し，粘れてしまうことはない。針葉が一度全部なくなっ被蓉也帯においては，テーダマッの導入を改めて考慮し

ても，その影蒋はその年か翌年に限られ，3年目にはほて承る必要があろう。

とんど樹勢が回復するようである。そのほかには，わが そのほか，テーダマツはマツバノタマバエに対しても．

国では害虫はあまり見かけない。 アカマツ，クロマツより強い，という報告がある。

ここで特筆すべきは，いわゆるまつくい虫の害に対し2）ノウサギの害

て，テーダマツは抵抗性があることである。周囲のアカ’年生苗を植えた場合は，かなり好んで食害されるよ：
マツ・クロマツがまつくい虫によって枯れ，伐採されて うである。2年生苗になると，アカマツ・クロマツより

しまったのに，テーダマツ林のみば健全に残っているの害が少なくなるので，兎害の多い所では，2年生苗を植
は，九州の所とで見られる光景である。 えなければならないかもしれない。
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3）寒さの害

テーダマツは冬期寒さの害を受けやすく，前述のよう

に，わが国では温量指数100．以下の所では造林はむず

かしいといわれている。しかし，わが国における造林適

地の北限である群馬県碓氷郡の小根山国有林での試験成

談は次のごとくである。米国における分布区域の北限に

近いメリーランド産の苗は枯損が比較的少なく，南部の

諸州産の苗は枯損が多かった。とくに，フロリダ産の苗

はほとんど100％枯損した。このような産地間差異があ

るので，寒さの害のおそれのある地域に造林する場合

は，タネの出所をよく吟味ずる必要がある。

4）雪害

冠雪による幹曲がり，枝折れに対しては，テ･一ダマツ

はアカマツより弱い。樹齢が高くなると被害は減ってく

るが，雪の多い地方での造林には不適である。

5）風害

前述のように，テーダマツは植栽の初期には台風によ

って倒れるが，そのほか，風によって幹が折れて形質不

良木となる。風衝地の造林は避けるべきである。

ⅦI品種

原産地での分布が広く，南限と北限の緯度を日本に当

てはめれば，盛岡から奄美大鳥まで，というほどである

ので，産地により諸特性にかなりの違いがあることが報

告されている。山出しの活着率と寒さに対する抵抗性な

どについての産地間差異ほさきに述べたが，そのほか，

耐病性，乾燥（雨量の少ないこと）に対する抗抵性など

についても，差異のあることが報告されている。概し

て，地元産のタネが，成長および諸害に対する抵抗性に

ついてよい成績を示す，という報告が多いようである。

わが国には北米のどこからタネを入れたらよいかとい

うことについては，林業試験場が主査となって行なった

種子産地試験がある。これは米国内各地産のタネを，わ

が国の各所に植え込んだものである。その結果について

は，今までに，前述の群馬県前橋営林署管内小根山国有

林のもの（5年生）と，静岡県浜北市静岡県林業試験場

実験林のもの（6年生）が発表されている。これと，未

発表であるが，熊本県の菊池営林署管内深葉国有林に植

えられたもの（10年生一九州林木育種場調査）の成績を

いっしょにして考えてみる。

菊池営林署の'0年生の林で産地系統間の差を見ると，

樹高では産地によって平均値で7.5～8.5m,胸高直径で

は11.7～16.2cmというかなりの違いがある。どの産地

のものがよいかということを見ると，3試験地に共通し

てよいものは，フロリダの1産地（寒さには弱いが成長

はよい)，ジョージア産,南カロライナ産および北カロラ

イナ産である。3試験地に共通してどこでも悪い系統は

ない。しかし，群馬と静岡とだけには共通して悪いもの

があり，それはルイジアナの2産地，アーカンサスの2

産地である。だが，この4産地のものは，熊本ではよい

方に属する。熊本で悪いものは，テキサス，フロリダの

各1産地，ミシシッピー産である。このように，産地系

統によって成長が違い，また，それがわが国の植栽地に

よっても成育が違うようである。しかし，試駁地がまだ

若齢であり，確かなことは，今後の調査に待たなければ

ならない。しかし，タネを求めるときは，さし当たって

は，上記の成繊のよい産地から求めるのがよいと思われ

る。

K材質

林業試験場が行なった用材としての品質試験の結果，

テーダマツはアカマツに比べて,次の特徴をもっている。

テーダマツのすぐれている点は1）平角材において，

天然乾燥による割れが少ないこと，2）平角材の繊維傾

斜度が小さいこと，3〕平角材の「ねじれ」がやや少な
いこと。

次に劣っている点としては，1）枝下高が低く，枝条

材積が多く，用材利用上不利であること，2）平角材の

「そり」がかなり大きいこと，3）年輪幅が広いこと，

4）「曲げ」に対する強度が不足すること。

しかし，こういう欠点は保育方法によっては改善する

ことが可能であり，そのひとつの方法として，幼齢時の

立木密度を高くして，枝下高の高い，年輪幅の狭い材を

生産することが望まれる，としている。

次に，パルプ原料としては，十条製紙の行なった試験

結果がある。そこでは，従来のマツに対する亜硫酸パル

プ(SP)法では蒸解が困難で，歩止まりが低く，製品

のシートの外観も著しく悪い。したがって，テーダマツ

に対しては，適切なパルプ化法，蒸煮条件を見いだす必

要がある。パルプの強度はマツ材亜硫酸パルプと大差な

く，顕倣鏡観察によれば，繊維はアカマツよりやや長い

ようであると述べている。

米国では用材としては，建築用材，柱材，坑材，家具

材など，また，集成材などとして用いられ，また，パル

プ材としても多く用いられている。

テーダマツは，これまでに述べてきたように，成長が

早く，適地の幅が広い。そのうえ，まつくい虫に強いと

いう長所ももつ。しかし，一方，いろいろな欠点ももっ

ている。これらの欠点を克服して，形質のよい素材を生

産することができれば，わが国における材の用途はいろ

いろと開けるであろう。
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土壌で，土壌湿度・肥沃度が増すにしたがい成長も増

す。年降水量700mm程度のところでは，保水性の高い

粘土質土壌でなければ育たないが’降水量1,100mm以

上のところでは砂質地でも生育する。ただし多粘土質や

地表水の停滞した酸度の高い湿潤地や極度の乾燥地は生

育に適さない。
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樹種別造林技術総覧

10

ストローブマヅ
むかいでひろまさ

向出弘正
（北海道林木育種場）
にしおかとしただ

西岡利忠
（北海道林木育種場）
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Ⅳ夕ネ

1）開花・結実

ス1､ローブマツの開花結実は，原産地で10～20年生，

北海道野幌では30年生で象られる。雌雄花は，当年伸

長した枝に着生する。雄花は6月に花粉を飛散する。雌

花は雄花と別の枝に1～3個着生し，同じく6月に開花

する。受粉した雌花は，翌春受精して成長を始め9月中

旬に成熟する。

2）タネの採取と貯蔵

ストローブマツの球果は成熟すると黄緑色に変化す

る。その時期をすぎると種鱗が開いてタネが落下しやす

くなるので，少し早目に採取しなければならない。球果

の採取はもぎとりによるが，カラマツの枝と同じように

もろいので注意を要する。枝の先端部には，翌年咲く花

芽や幼球果が着生しているので，いためないように作業

をしなければならない。球果および種子の容積と重量を

承ると第1表のようになっている。しかしアメリカ，メ

リーランドにおける調査によると1,000粒重で149か

ら309,1kg当たりの粒数として7,100～33,000粒ま

第1表ストローブマツ球果および種子の容積と重量

▲

Iはじめに

明治以来いろ､､ろの考え方から外国樹種が造林材料と
して取りあげられてきたが，このストローブマツもその
うちのひとつといってよいだろう。最近20年間には相
当多くの種子が導入されて造林されてきたし，また北海
道では林木育種の対象として取りあげられ採種園も設定
されている。しかし，現在なお安全な造林材料として定
着したものとはいえないのであり，その理由のひとつと
して自然分布の広さから生ずる地理的変異の大きさをあ
げることができよう。確かに多くの長所をもつ樹種では
あるが，その造林にあたっては慎重な態度でのぞむべき
樹種のひとつであろう。

1分布

ストローブマツの分布は，北緯34～50.におよび，北
はニューファンドランドよりカナダのマニトパ州南部に
いたり，アメリカのミネソタ州およびオハイオ州北東部
から大西洋岸まで，南はアパラチア山脈に沿ってジョー
ジア州北部およびアラバマ州にいたる。北アメリカ東部
に広く分布する樹種で，いわゆる五大湖を中心に大西洋
岸の各州に分布する。

－

種 子球 果

容積｜重量
願'1：’‘：

14～17個150～1709

山部1kg:8．1II1Z:1239

|粒数｜容積
'1kg:

44，000

1kg:11I:4609
50，700

11b二20,000

＝

b

北米i3誌~'‘･鯛’ ０
０
０
０
Ｏ
０
ｙ
夕

７
３
２
５
一
一

あ

I原産地の生育環境

1）気候

ストローブマツが天然によく生育している地域の気象

条件は，年平均気温4～10.Cのところである。最低気
温は-15～-40｡Cにも耐える。年降水量は，ミネソタ
州南部の約510mmからジョージア州北西部の2,000
mmにおよんでいる。空中湿度が高いと生育ほよいが，

潮風をうける箇所や風価地には適さない。

2）土壌と地形

スI､ローブマッの生育に好ましいのは，適潤地の深い

（北方林業叢書14）

第2表精選タネの収量（アメリカ）

樹 “|溺蝿，罐"‘I鱈蜜“り生産タネの量(9)I(kg)

ストローブマツ

レジノーザマツ

バンクスマツ

ヨーロッパアカーマツ

７
７
６
５

９
２
６
４

６
７
６
５

９１一
一
一
へ

３
５
９
４

０
４
３
２

３
５
２
４

２

２
－
１
２

１

’

(北方林業叢書22）

－22－



秋には25～30cmになる。床替えの密度は苗木の大小

により異なるが，育種場では大きな苗木は1m2当たり

49本，小さな苗木は64本で行なっている。一般に乾燥

地は平床にし，しめりけの多い床地はあげ床にする。

3）山出し

北海道林木育種場における養苗の実絞からみると，種

子の9産地の平均の得苗数は1kg当たり9,700本の山

出し苗木を得ている。このときの種子は，平均1kg当

たり粒数60,000粒，純量率は92％，発芽率57％であ

った。

でとかなり大きなひらきがあり，これは緯度とかなり低

いが負の相関がある。野幌の調査で，球果1個当たりの

生産種子数は42粒あり，その発芽率は82％であった。

球果からの精選タネの収量を調べたアメリカの実例を

あげると，第2表のとおりである。スI､ローブマツの球

果は，割合に乾燥が容易であるから日光乾燥でも十分行

なえる。大形の雑物を取り除き，さらに風選を2～3回

くり返して行なえば，純度90％以上のタネが得られる。

タネの貯蔵条件は，マツ類では一般に乾燥低温貯蔵がよ

いとされている。貯蔵タネの発芽力を長時間保持させる

のには，含水率を5～7％程度にすることが望ましい。

しかし3％以下の含水率では発芽を害する。アメリカで

は，0～5°Cの乾燥低温密封貯蔵により8年以上発芽力

を保持させるという。

Ⅵ造林

1）植栽と下刈り

ストロープマツの植栽ば，春成長を始める以前に行な

うのがよく，秋植えの場合一部に寒風害がでているので

注意を要する。1ha当たりの植栽本数は3,000本前後が

多い。下刈りはなるべく早く，できるだけ草本などとの

競合をさけるような配慮が必要な樹種であろう。下刈り

を行なう回数と年数は，植生状態や植栽木の樹高により

違いはでてくるが，樹高成長からゑると5年間は必要で

ある。とくに植栽後3年くらいは，年2回の下刈りは必

要である。ストロープマツは，ササや下草などによる被

圧の被害が大きく，葉がムレて脱落したり輪死するもの

もある。

2）造林地と成長

スト戸一プマツの生育できる範囲は，わりあい広いが

生育のよい造林地に共通している点は，土壊が深く適潤

地であること，風衝地でないことである。現在はわが国

内に広く造林されているが，その面積の大部分（95％）

は北海道にあり，その多くは10年前後の若齢級である。

古いものとしては北海道旭川市の外国樹種見本林（明治

31年植栽)，千葉県安房郡天津小湊町の東大演習林（明

治30年植栽）等を含めて5カ所ほどある。北海道にお

いてストロープマツの成長は，標高が高くなるにつれて

悪くなる。東京大学北海道演習林において調査された標

高別400m,600m,800m,1,000mごとの試植地の成績

第3表標高を異にしたストロープマツの初期成長
（5年経過）

』=L

V育苗

1）まきつけと管理

まきつけ床の適否は，育苗成績に大きな影響をおよぼ

すので，選定に当たっては十分検討されなければならな

い。この樹種は，発芽当年特に乾燥と過湿による立枯病

が発生しやすいので，雨水の停滞しないよう排水を良好

にすることと，漉水が容易に行なえる場所が望ましい。

まきつけの時期は，春まき秋まきでもよい。春まきの場

合，低温湿層処理などにより休眠を破ってまきつける必

要がある。秋まきは遅いほうがよく，札幌地方では11月

上，中旬がよいだろう。覆土は，タネの大きさ等により

一様でないが’0．5～1Cmくらいの厚さがよいといわれ

る○覆工がすんだら消毒した稲ワラを敷き，乾燥や凍上
およびタネの移動を防止する。ワラは発芽後徐煮に取り

除き,発芽がそろったら全部を除いてその後切ワラを敷

く｡一般に秋まきは，春まきよりも発芽は早くなる。ま

きつけ床の土壌が乾燥すると発芽は不整になりやすいの

で，乾燥が続けば溌水を行なう必要がある。春季は立帖

病が発生しやすいので，予防のため消毒する。まきつけ

苗りま冬季積雪下において雪腐病におかされる場合がある

ので，チウラムなどを散布して予防するとともに雪水の

停滞しないように排水をよくすることが必要である。

2）床替え

ストロープマツの床替えは，北海道林木育種場では1

年生床替えを行なっている。東大北海道演習林では，3

年生で山出しする場合，1年生床替えの方が2年生床替

えより，苗長および根系の発達がよいという結果がでて

いる○床替えの時期ば春の成長開始以前に行なうことが

望ましい。苗木は通常まきつけ当年の苗長が6～10cmo

翌年春床替えし秋の苗長13cmとなり，翌年据えおいて

一F

苗長を除い
海抜高植付時苗長全長た平均伸長区間指数

(cm)I(cm)区(m) (cm)

５
４
１
６

１
３
２
４

３
２
２
１

100

74

70

46

173.5

132.3

134.3

95．7

区
区
区
区

１
２
３
４

１
４
８
９

●
■
。
■

８
５
３
２

１
１
２
ワ
】

400

600

800

1000

(北方林業確雷40）

－23－



を承ると，5年経過後の樹高は第3表のようになってい

る。1,000mの造林地は,小面積皆伐で周囲の保護をうけ

ているので寒風害は軽微な被害であるが，それでも400

m区の半分の成長鐘である。

3）造林地の被害

造林地の植栽木に被害をおよぼすものはいろいろある

が,北海道の’0カ所の試植検定林における植栽5年目

の調査では，枯死またはそれに近いものの被害率は，気

象害3.5％，野兎鼠害0.3％，菌害1.0％，人為的な害

3.6％，原因の不明なもの17.7％であった。気象害のほ

とんどは寒風害で，菌害の多くはナラタケ病である。不

明と分類されているものは，調査時点より数年前に発生

したもので，おそらくそれぞれの被害に比例的に配分さ

れなければならないものと思われる。予想外に多いの朧

人為的な被害で，これは下刈時の切損などであるが，ト

ドマツなどに比べて多いようで，下刈時期の注意が必要

である。野兎鼠に対しては比較的強いが，野鼠の大発生

時には20％程度の被害を受けた蕊例があるので注意が

いる。

い。この問題はアメリカでも大きく取りあげられ，いく

つかの大がかりな試験が進められている。北海道林木育

種場でも，タネをアメリカ，カナダより導入してその現
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Ⅶストローブマツの産地問題

ストローブマツは，原産地よりかなりタネを導入して

植栽されたことがあるが，詳細な産地が不明なものが多
タネの産地位置図

地況第4表設定場所と

試植検定林名
（試験地） 所在地 ｜緯･経度|箪瀞|土壌型｜地形概況
札幌・広島 札幌営林局札幌営林署

（札幌鰯瀞区59林班

北見営林瀦蕊饒林班
（北見市仁頃）

旭川欝林鼎灘難罵林班
（旭川市神居町）

帯広営林局標茶営林署
標茶事業区24林班

（厚岸郡厚岸町）

Ｊ
Ｊ
０
１
－

０
３

．
◎
３
１
４
４１
Ｎ
Ｅ

BDcI 低い台地上にあり，大部分は平坦
地であるが，一部に小沢がありわ
ずかな傾斜がある

山腹上部にあって10～20･程度の
南面傾斜地である

70

北見・仁頃 Ｊ
Ｊ
６
４
５
５

◎
。
“
妃１

Ｎ
Ｅ

BDd200

一
》
ぜ

神楽・雨紛 N43｡39ノ
E142｡20ノ

BD 沢に面する斜面の中腹～上部にあ
って北東に面し，傾斜は5～15.
である

全体的にふると，ゆるい南斜面と
ゑられるが，湿地がはいりこんで
いて起伏が多く，部分的には急斜
をなすところがある

300

N43｡13ノ
E144｡45ノ標茶･渕殿I

BD20

●

（北海道の林木育種VOL.14No.11971)

第5表気象（北海道の気候，気象協会による）
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第6表樹高成長比較表単位：c、 タネよりも初期成長がよい。地域的に試験地の生育を象

ると札幌がよく，ついで神楽，北見，標茶の順になって
口

幌

43年

122.6

138‘1

134‘O

128.9

150.3

131.6,

156.31

リ
147.

143.

160.7

147.5

159.01

141.71

182．2

148．1

試験地札
一一

No.l39年｜
－121．21

224．6

326．5

424．4

523.6

725．9

926．5

1026．8

1132．0

1228．8

1323．5

錐;蕊’
643．6

835．3

蚕了｢－

北見

39年'43年
19．098．6

19.3101.6

20.6105.0

神楽

39年'43年
16．1119．0

18．5129．0

17．0120．3

標茶

39年'43年
19.6101.0

20．898．5

22.1107.4

いる。札幌の

件がよいのと

山の上部であ

試験地は全般に成長がよい，これは気象条

，土壌条件もよいためと思われる。北見は

り，標茶はほぼ平坦地であるが風当たりが

強いので生育はあまりよくない。育種場で設定した他の

試植検定林のストローブマツを参考に承ると，函館は急

斜地で風当たりが強く，それに火山灰地のためか成長は

標茶程度である。白老は海岸に近く火山灰地であるが，

周囲に防風帯があって風の影響を受けないのと，降雨量

が生育によい量で札幌につぐ成長を示している。被害を

承ると，気象害で#燕L幌，神楽に職雪による枝ぬけ等の

雪害が翠られる･北見，標茶には寒風害が蕊られる。菌

害は，ナラタケ病がどの試験地にも少しみられた。虫害

ば，札幌ではハマキ，神楽はシンクイムシがゑられた･

しかしこれらの被害に対する産地間の差は承られなかっ

た。しかしアメリカ五大湖地方の産地試験地（'7産地か

らなる産地試験）の成績によると，植栽5年目の自然枯

死率は6～33％におよび産地間の差を認めている。以上

を霞とめておくと，ストロープマツは札幌においてはト

ドマツより植栽初期の成長はよい。標茶のような風衝地

では，植栽木の生存率が低くまた成長も悪い。このよう

な風価地でも，凹地や周囲から防風保護を受けていると

ころでは，立派に生育しているものもあることから風は

もっとも考慮すべき条件である。タネの産地による成長

は，五大湖週辺ではカナダ側のものより，アメリカ側の

ものが成長はよい。これらはいずれも植栽5年目の成績

でありまだまだ決められないが，初期の成長は被害とも

関連しているので，現在ではやはり成長のよいところを

選ぶべきである。

1981"65|蕊|脳|蕊|磯

22.01108.518.5128.6122.111019

1s6|,0a61W;;|20J"@
一
一

19911“8117.21124.5
32.7142.7120.01154.3

22.01104.0
--

32.1'127.6

｜’
114.0

注No.6,8はまきつけ年が1年早い。I､ドマツは

同一.年に植栽した。No.14は野幌産のタネ

地適応性を知るために試植検定林を設定し調査を行なっ

ている。このうち比較的産地数の多い4カ所について承

ると（北海道林木育種場ではこれらをスl･ローブマツ産

地試験として扱っている｡）設定場所は，第4表の4カ

所で，その気象状況は第5表のようになっている。タネ

の産地は第1図のようにアメリカ北東部，カナダ南東部

である。昭和36年春まきした1回床替3年生の苗木を

利用して，昭和39年春各試験地に植栽した。試験地の

1プロッI,面積は0.1haで,300本の植栽が基準であ

る。試験地は毎年春から夏にかけて下刈りが行なわれ’

野兎鼠防除も行なっている。ここで植栽5年目の成長結

果を承ると，各試騨也の成績は第6表のとおりで，産地

の数が均等にばいっていないのではっきりとはいえない

が，大まかに結果をとりまとめてゑる。札幌で成長がよ

いのは，アメリカの西バージニア，ミシガン，ミネソタ

州と野幌産のものがよく，カナダのマニトバ，オンタリ

オ，ケベック州とアメリカのウィスコンシン州産が劣

る。北見ではカナダのマニトパが劣るが，そのほかは大

差がない。神楽は札幌と同じような傾向にある。標茶は

被害木が多くて，成長の比較はできない。ストローブマ

ツの分布からゑると，導入箇所が少なく一部の地域にな

っているが，それでも大まかに区分すると五大湖周辺で

はアメリカ側から導入したタネが，カナダから導入した

垂

母

VIIIまとめ

ストローブマツは北海道においてば，場所によってト

ドマツより初期成長のよいところもある。その植栽にあ

たってばなによりも風を考慮しないと大きな被害を受け

成林が望めない場合も考えられる。

いずれにせよストローブマツは，南北2,000kmにわ

たって分布する樹種であり，原産地アメリカでも1955

年に始まった山林局の産地試験をはじめ，かなり規模の

大きな産地試験がいくつか行なわれている事実から考え

ても，種子の導入は慎重に行なわれることを，林木育種

にたずさわる一員として切にのぞむものである。

☆☆☆
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一シ」とばかりに，スピードを上げたバスは間もなく，

意識的な側面体当たりとなった。はねとばされたヒグマ

は，もんどりうって道路脇の崖下へ……・・

わたくしはこの話を耳にし，さっそく当の運転者を尋

ねたのであるが，なぜか虫のいどころが悪く，詳しくは

語ってくれないのである。後でわかったのであるが，衝

突のショックでバスのボデーに損傷（修理費数万円）を

受け，会社から強いおしかりを受けたというのである。

しかも肉は乗客で分け，皮は会社に横取りされてしまっ

たのだから，その心境は察するに余りあるのである。

ユ

やまおやじ

｡二二

ありさわひろし睾二＝

三二

有 澤浩菫三差
三宝

＝ ＝二二＝三

（東大北海道演習林）菫
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一家にもどったヒグマは，まず残っていたタケさん

をか承殺し，すがりついていた二人の子供と，明景さん

の三男（3才）も次左とたたき殺した。太田家で急を知

った39人の男たちは，叫び声をあげて明景家にかけつ

'けた。だがヒグマのいる家に入る者はなく，まっくらで

銃もうてず，ぶんな狂ったように走りまわるばかりだ。

暗い家の中からは，断末魔の悲鳴がきこえ，人骨をかむ

音が不気味にひびいた。－

これは本多勝一著「きたぐにの動物たち」からの抜粋

である。

ヒグマによる人間の犠牲は，北海道に開拓の斧がふる

われて100年を過ぎた現在でもなお跡をたたず，毎年幾

人かの人間が襲われ，犠牲となっている。オオーカミを失

ったいま，日本ではこれほど人間に恐怖心をいだかせる

動物は，ほかにないのである。

しかし，わたくしの奉職する東京大学北海道演習林に

おいては，75年の歴史の中にあって，ヒグマによる悲惨

な例は一度もなく，むしろユーモラスな出来事の方が多

いのである。その幾つかをここに紹介して承よう。

さてもうひとつ，いささか古い話で恐縮なのだが，近

隣に住む佐藤利重翁は，こんな体験談を語ってくれたこ

とがある。

それは昭和の初めのころ，長かった冬から解放されん

とする’3月も終わりのことである。暖かい早春の日ざ

しを背に受け，気の合った友人と二人で，からの一升び

んを片手に，ぶらりとまだ残雪もゆたかな山中へ，イタ

ヤの樹液を採取に出かけた時のことだという。向かい側

の日当たりのよい斜面に，’ヵ所だけポツンと雪が解け

たように黒ずんで見える所があった。何とはなしに近づ

いて見ると，そこは悪童たちが，どろんこの靴で遊び回

ってでもいたかのように，雪が踏承固められていたので

ある。よく見ると，どうも子熊の足跡のようである。瞬

間恐怖よりも先に熊の生けどりを思い立ち，熊の穴さが

しに夢中になったというから，大変な御仁たちではあ

る。

間もなく，近くの急斜而にそびえ立つトドマツの根元

に，その穴らしいものを見つけ，友人Y氏が4～5xn先

から，しやが承込んでのぞいたそうである。案の定，熊

がいたのである。しかもそれは大きな熊で，ランランと

光る両の眼は，まばたきもせず，じっとY氏をにら承つ

けている。当のY氏は，この時はじめて肝のつぶれる思

いがしたという。それまでは，穴には子熊しかいないも

のとぽかり,思い込んでいたからであろう。

手足は硬直し’どうにも動きがとれない。いつまでも

同じ姿勢でいるY氏に，声をかけたが返事もしない。見

つけたな．／と思い佐藤氏がかけよると同時に，その穴

から大熊が飛び出し，一目散に沢を下り，樹林の彼方へ

と遁走していったという。

普通の御仁なら，ここで尻に帆を上げて逃げるところ

であるが，両人はそうではなかった。あくまでも初志を

つらぬき，長い棒を用意し，穴の中をつついて承ると，

たしかな手ごたえがあり，まだ熊がいることを知ったの

である。さっそく，穴の入口を丸太で柵のようにふさぎ

＝

一
二
℃

つい最近のこと，ヒグマの交通事故が発生したのであ

る。それはうららかな初夏を思わせる，五月のある昼さ

がりのこと，黒をとした針葉樹林の中を，うねうねと曲

がりながら続く国道38号線上を，数人の乗客を乗せた

パスが通りかかった時のことである。道ばたの林からノ

ソノソと黒いものが出て来たというのである。運蛎手は

反射的にブレーキを踏承，寸前で停止して見ると，なん

とそれ低ヒグマだったのである。クラクションを鳴らし，

エンジン音を上げても，面くらったヒグマは動こうとは

せず，パスを凝視している。ややあって気を取りもどし

たヒグマは，何を思ったのかパスの進行方行に向かっ

て，路上をゆっくりと走りだしたのである。乗客は〃バ

スの中〃という強味からであろう，運転手に「プッツケ

ロ.ノプッツケロ.ノ」と，やんやとたきつける。「ヨ

8
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（熊は手前に引きよせる動作にはたけているが，押し出

すことは不得手であるという)，ひと安心とばかり焚火

の準備をして↓､ると，穴の入口に子熊が顔をのぞかせ

た。その時二人ば，よし生けどろう.／と決心し，先に

逃げた親熊よけに，大がかりな焚火をし，子熊の生けど

りにかかった。

初めば着ていた半てんをかぶせ捕ろうとしたが，低い

うなり声や鼻にしわをよせるなど，どうも尋常でない形

相に，やはり恐ろしい。次いで，足にゆわえていたカン

ジキの紐を使い，投げ縄式のくくり罠を作り，それで足

をさらおうとしたが，なかなかう室くいかない。次の手

段は煙によるいぶしということになった。穴の前で火を

たき，半てんであおぎ，煙を穴に入れようとしたが，な

かなかうまくはいってくれない･･･…。熊穴の天井に空

気抜けの穴を開けようじゃないか，ということになり，

天井と思われるところを，棒でつつき出した。この考え

はまんまと図に当たり見事に成功，それからというもの

はスムーズに煙は熊穴にはいり，天井から抜けてゆく。

ここぞとぽかり，煙の出そうな濡れた枯れ葉でモンモン

と煙を出し，半てんの送風磯よろしく，穴に送り込んだ

のである。

すると中から，犬がよくするあの咳と同じような

「ケホソ・ケホン」という，煙にむせる声が聞こえてき

たという。そして間もなく，天井の穴から子熊がぬ一つ

と顔を出した。見るとかなり大きなもので，とても半て

んでなどおさえることのできるしろものではない。あわ

てて手に持っていた，〃テマサカリ〃で，力いっぱいなぐ

りつけたのである。そうとうの手ごたえがあり，やれや

れと思ったとたん，またぬ一つと顔を出してきた。ふた

たび「ゴツン」と一撃，これで子熊もまいったらしい。

いくらいぶしてもむせる声もなく，天井から顔も出さな

くなってしまった。

Y氏がおもむろに，穴の中に入り，子熊をさがしたと

ころ，なんとそこには2頭の子熊がおり麓なってグッタ

リとのびていたという。さっそく里にもどり，運搬人を

集め，意気揚珪と家にもどったということである。

ともあれ，この勇気ある快挙は部落民はもとより，近

隣の村民の注目のまととなり，新聞にも大見出しで「今

様金太郎」として報道され，霞た現場の大木には「此ノ

地ニテ，佐藤利重，山田大助ノ両名ハ熊二頭ヲ捕ラマエ

ル．．…･云灸」と墨で黒々としるされたものだという。

わたくしはこれらの話を聞きながら〃愉快な話〃だと

思っていた。しかし，一歩まちがえば，最悪の事態にな

っていたであろうことは，想像にかたくない。この〃勇

気ある快挙"？をなしえたのは，よほどの幸運である。

そしてその幸運をもたらした最大の因は，ヒグマに対す
る無知と，人間のもつ大型動物に対する，本能的な敵対

意識によるもののように思えてならないのである。ヒグ

マによる惨事を見聞きするとき，そこにはいつもこれに
似た状況（人間が何らの形でヒグマに挑戦）の下で起き
ているのに気づくのである。

冒頭に引用したごとく，ヒク・マは人間に直接被害を与

えうる，唯一の猛獣である。それゆえに多くの人友は,

ヒグマの壊滅論に賛意を示すのである。だがわたくしは

そうは思わない。人類さえ繁栄すれば，他の生物はどう
なってもよいとする，今日的人類エゴイズムに納得がい

かないからである。ヒステリックに結論を急がず，ヒグ

マの行動習性など，生態に関する研究にこそ最大の国民
的理解を示すことの方が先決であり，その結論を待っ
て，はじめてヒグマに対する万全の策が識じられるので

ある。もちろん，人|剛生活に対して凶暴な個体は，容赦
なく取り除かなければならないのは当然である。だから

といって，太古からつちかわれてきた自然の摂理に反し

てまで，見境もなく駆除するという暴挙に出ることは，

かえって住民の不安を増す結果となるような気がして重

ならないのである。

'一
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病虫害と森林生態系

－見落とされている自然の一面一

にしぐちちかお

西口親雄

（東京大学・森林保護学専攻）
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林学科の学生になったころ，カーキ色の軍服に軍隊帽

をかぶった小柄な先生を，大学のキャンパスでよく象か

けた。ずいぶん変わった先生もいるものだと感心した。

2年目の新学期になり，森林生態学を選択したわたくし

は，ただ一人，講義室で先生のこられるのを待っている

と，例の軍隊帽の先生がはいってこられた。長身白哲

の，いわゆるプロフェッサー・スタイルの先生の出現を

予想していたわたくしは，いささかびっくりした。それ

が，森林生態学の第一人者のs先生だった。

先生は，ブラウン・プラン'ケの植物社会学をテキスト

にして，実に熱心に講義してくださった。当時のわたく

しには，すべてが耳新しく，おもしろかった。ただ，熱

心のあまり，毎回，宿題を出されたのには閉口した。受

講者が，わたくし1人であったため，少を，体の調子が

悪くても，サボるわけにはいかず，シンドイ思いをしな

いでもなかったp

ブラウン・ブランケの教科瞥の主要な部分が終わった

ところで，、らょうど，そのころ書かれたばかりの「東亜

の銅氷植生」の，用済象になったケラ刷りをテキストに

して,最新の学説をじかに教わる光栄に浴した。しかし，

わたくしのほうが植物に弱くて，先生はいささか張りあ

いがなかったのでは，と申しわけなく思っている。それ
でも，わたくしは，高校の先薙で，少し心やすくしてい

た造林学教室のS'先生をつかまえて,S先生の森林社会

学は早晩ゆきづまる，となまいきな批判などしたが現在

になってぶて，そのような基礎的な知識の集積が森林管

理にとってきわめてたいせつであることを知り,S先生

の業織の偉大さにあらためて感服している次第である。

S先生は，そのときの講義を般後に，東大を去られ

た。そして,わたくしは,幸運にも演習林に拾われ，研究

生活を送ることになった。そこで，まずはじめたのが，

ポプラの葉を加害する食葉昆虫や針葉樹の樹皮下に寄生

するせん孔虫の群集構造を，植物社会学的手法で分析す

る試みであった。しかし，食葉昆虫群集に対しては，結

果は不成功だった。

成熟した植物の社会では，それぞれの種が空間をほぼ

完全に利用し，飽和状態の静的なバランスができあがっ

ていて，その社会機造は，年によって大きく変動するこ

とはない。ところが，食葉昆虫の社会では，平常は，全

葉量のごく一部を消饗するだけで，餌がありあまってい

てもダそれを食いつくさないような調節機柵が働いてい

るが，ときには調節機椛が狂って，昆虫が大発生し，樹

木を丸ぽうずにすることもある。しかし，まもなく餌の

欠乏や天敵などが働いて，結局また，もとの少ない数に

もどってし主う。このように，食葉昆虫の社会は，個体

数を変動させながら，一種の動的なバランスをとってい

るらしいのである。

このような動的な昆虫社会の分析には，植物群落学的

手法は，あまり有効ではなかった。最初の年のデータを

解析して得られたポプラ食葉昆虫群集の椛造が，翌年に

はかなり異なったものになってしまったのである。一方

樹木の樹皮下をほぼ飽和状態に寄生するせん孔虫社会に

対しては,その手法はかなり有効であることがわかった。

この，きわめて初歩的な生態学的研究をとおして，わ

たくしは，樹木社会と昆虫社会が，また昆虫社会のなか

では,食葉昆虫社会と樹皮下に寄生する二次性のせん孔

虫社会が，それぞれ，かなり異なった性格をもつもので

あることを，おぼろげながら知ることができた。

動的なことが昆虫社会の性絡となれば，森林害虫の研

究は，数かぞえが重要な仕事となる。しかし，わたくし

は，昆虫の数かぞえに熱中すればするほど樹木や森林か

ら遠のいていくのを感じて，そのような仕跡はどうも好

きになれなかった。

そのようなわけで，昆虫のなかでも，とくに樹木の生

理と関係が深い二次性せん孔虫に強い興味をもつように

なった。松くし､虫の研究はどろ沼だよ，という忠告めい

た言葉をきくと，かえって，それもおもしろかろう，と

いう気持ちになった。そして，同時に，被害の発生機構

が似ている胴枯癒・枝枯病・根ぐされ病などの樹病の研

究方法にも，関心をはらった。

そこではじめて気がついた。生態学的手法を旗印にか

かげる昆虫研究者の研究よりも，生態学にはあまり関心

がないように承えた病理研究者の研究のほうが，より生

態学的であったのである。これはおどろきだった。数か

ぞえに熱中のあまり，昆虫研究者が忘れがちであった環

境分析を，実にていねいにやっているのである。さらに

今関さんの，病理学から染た生態系の考え方に関する一

連の論文は，わたくしに，実に新鮮な印象を与えた。そ
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れは，森林学者にも生態学者にも見落とされている自然

の一而を示したものだった。

最近，世の中はエコ陣ジー・ブームだという。林学界

・林業界でも例外ではなさそうである。それが，世間の

流行に雷同するものでなければ，大いに結構なことだと

思う。それならば，生態学に学ぶ童えに，われわれにと

って生態学とは何か，という根元的な問題を煮つめてお

くべきであろう。

生態学は，一般的にほ，生物と環境との関係を解明す

る学問，もう少し近代的に表現すると，生態系の構造と

機能を解明する学問といわれている。では，生態系とは

どんなものだろうか。わたくしは，吉良氏の次の文にそ

の姿がよく示されているように思う。

「自然はひとつの精妙な系（システム）である。それ

を織成する無数の生物・無生物の間には，たえずエネル

ギーと物質の流れが存在するが，その流れはまた一種の

情報伝達系としても作用し，構成要素間の関係に秩序を

あたえると同時に，流れそのものを制御している｡」

つまり，生態系は，スケールの大きい自己制御系なの

である。林業が，樹木の生産力を基礎にした，森林生物

社会の恒続的な維持管理を目標とするものであれば，森

林生態系のエネルギーの動きを把握すると同時に，系内

で働く，いろいろな自己制御機構を一つ一つ明らかにし

ていかねばならない。

もつとも，生態学者の承る自己制御機構は，ある面で

は，はなはだ論理的・数理的に表現されていて，その精

織さは眼を承はらせるものがあるが，一方でば，まった

く理解が欠落している面もある。とくに，樹木の病原微

生物や二次性せん孔虫の働きについては，その意製さえ

正しく認識されていないのが現状である。

生態系の構成要素は，ふつう，非生物的環境と生物群

にわけられ，後者はさらに生産者（太陽エネルギーを利

用して無機物から有機物を生産するもの＝緑色植物),消

饗者（生物体を食物として消磯するもの＝おもに動物)，

分解・還元者（枯死体や排泄物などの生物遺体を無機物

に分解・還元するもの＝おもに微生物）にわけられる。

しかし,すこし細かく考察してふると，上述の区分は，

実にあいまいなことがわかる。昆虫や鳥類などの消我者

も，菌類などの分解者も，どちらも緑色植物が生産した

有機物を消費して生活のエネルギーを得ている点では等

しく消饗者であり，同時に炭酸ガスと水を放出する点で

は，等しく還元者である。ただ，しいて区別するなら，

菌類などの微生物は，体がきわめて小さいゆえに，単位

体重あたりの代謝量が,大型動物に比べて著しく大きく，
したがって，物質とエネルギーを環境に還元する働きが

めざましい，ということだけである。この意味から，オ

ダム（水野寿彦訳：生態学，昭42）が，生産者，大型消

費者，微小消没者（分解者）という表現を使ったのはす

じがとおっている。しかし，オダムの分類は，生態系を

エネルギーの流転からみたもので，自己制御系としてと

らえる立場からは適切とはいえない。森林生物社会の病

的現象は，生態系の自己制御装置に故障が起きたために

生じると考えられる。それゆえ，森林病理学の立場から

ば，生態系の椛成要素は，同じような同種類の制御装置

が働いている系列ごとにまとめるのが，より適切である

と思う。それを，わたくしは次のように考える。

隙_塗……”｜「…聯”
死体分解者系列

生体寄生・捕食者系列とは，一般に「消澱者」と呼ば

れているもので椛成される系列で，生きた生物体からエ

ネルギーをとる。これらは，生きた植物や動物を資本と

して，それを食いつぶすことなく，その収入の一部だけ

で生活している，いわば利子生活者群である。この系列

では，各構成者が増殖しすぎないよう，互いに制御しあ

いながら，動的なバランスが保たれているようである。

死体分解者系列は，ある種のカミキリムシ・キクイム

シや．トビムシ・ダニ・線虫・糸状菌・鮎菌類・パクテ

リヤなど，動植物の枯死体から栄養をとる生物で構成さ

れている系列である。彼らは，枯死体を，すゑやかに，

しかも完全に，分解しなければならない任務をもってい

る。もし，分解のし残しがあれば，生態系における物質
循環は完成しないからである。したがって，この系列の

制御機機は，嵜生・捕食者系列のそれとは，まったく違
っているはずである。

生体分解者系列とは，死体分解者から生体を分解する

ように進化してきたグループで，昆虫では松くい虫のよ

うな二次性せん孔虫，菌類では胴枯・枝枯病菌や根ぐさ

れ病菌がその代表である（病原菌は，サピ病菌やウドン

コ病菌を除いて，ほとんどのものが生体分解者的性格を

もっている)。このグループは,原則として健康木には寄

生できず，なんらかの原因で木が衰弱したときにの象，

寄生に成功する。しかし，分解者的性格が強いために，

寄生木を殺してしまう。この系列の制御機織は宿主の抵

抗力に依存したものと考えられる。

ところで，今日ほど，森林生態系の実体と本質の解明

が要求されている時代はあるまい。それにこたえるには

生産者に対するのと同じくらいの努力を，消饗者の研究

にも注がねばならないと思う。
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林語録

老人公害 I

(9）

おおしまたぐじ

大島卓司

(聚翌錨）

某月某日，拙宅に1人の訪問客があった。

談,たまたま,歳月と公害に及び，「老」を語り合った。

風の寮ったくない，蒸し暑い夜であった。

20年ほど前，わたくしがここに越してきたころは，一

而，まだ焼野ガ原で，ポツリ，ポツリ，バラックまがい

の家が建ちかかっているぽかりでした。

有刺鉄線をあぐらしただけの屋敷まわりに，思いき

り，枝を蕗として，まるで丸太ン棒のようなケヤキの若

木を数本移し植えたのですが，どうやら，今では，ご覧

のように，胸高20cmを越す播木に育っています。

サクラも植え童した。

カキも植えました。

マツや,ヒノキや，マキノキも植えました。

あれはもう，何年前になるでし説うか，コンクリート

・ブロックの塀も作りました。まわりがすっかり住宅地

らしくつまってきたからです。こんなところに，と思わ

れるような狭い空地にまで，アパートが建ったりして，

このあたりも’どうやら，戦前の住宅地風景が戻ってき

たんです。高台だし，近くに工場らしいものがあるわけ

ではなし'ふえるにはふえましたが，自動車の交通量も，

まだそれほどではありません。道幅が十分でないことも

あって,数年前，前の道は一方交通になりました。そん

なこともあって，いまのところ，都内でも，まあ，閑静

な方でし典うか。環境としては，まず，申し分のないと

ころだといわねばならないのかもしれません。．．．．

ところが，－ところが，です。

このごろ’もっと郊外の，石神非あたりに，数回「光

化学スモッグ」とやらいうものの被害が出たんです。

あのいやなサイレンこそ鳴りませんが，ちょうど戦時

中の「空襲警報」拳たいな「光化学スモッグ警報」とか

いうものも，もう，たびたびです｡とうとう，大気汚染

はこんなところにまで来ているんでしょうか。

わたくしは，元来，「公害」という言葉が嫌いなんで

すb「光化学」というのがどういう意味なのか，よくわ

かりません。P.P.M.とかいう単位を聞くだけで，何だ

か頭が痛くなるような気がします。だいたい「公害」の

「公」というのは44Public''という意味じゃないんです

か。だれにも責任がなくて，一般が受ける被害，とでも

いう意味なんでしょうか。水の汚れも，空気の汚染も，

すべてPubliCな被害で，だれにも責任がないとでもい

うんでしょうか。

イタイイタイ病の患者が起こした訴訟は，原告側に勝

訴の判決があったそうですね。しかし，訴訟に勝ったか

らといって，患者の捕欺が減るわけじゃありますまい。

亡くなった人が生き返ってくるわけじゃないでしょう。

瀬戸内海のハマチ養殖は，赤潮のおかげで，何万匹か

が全滅にひんしているというじゃあり菫せんか。この赤

潮はだれにも責任がないというんでし装うか。

森を切り，林を開いて，造成された宅地のために，林

地の崩壊が起こっているところがあるのはご承知のとお

りです。地下水の流れもすっかり変わってしまっている

といいますね。

この地下水にしても，その汲上げで，地盤の沈下が大

変だそうです。この損害だけでも何百億かだといいま

す。それが「公」害でいいんでしょうか。

公園の緑は失われ，街路樹も次灸と枯れていっていま

す。わたくしソとこの，せっかく育ったケヤキにも，こ

のごろ「巻き葉現象」が起こりはじめていますが，あれ

もPublicな被害だというんでしよ.うか。

G.N・P.世界第二位だというこの国では，それでも，

いろいろな工場の煙突から，今日も，恐ろしい有毒ガス

を含んだ煙が，モクモクと吐き出されているようです。

何万台かの新車が，街中に排気ガスをまきちらすために

自励車会社の工場から，次から次へと，送り出されてい

るんです。パルプ会社はヘドロを，メッキ会社はシアン

とやらを，相変わらずたれ流しているんでしェうね。

これでいいんでしょうか。

総理大臣は「日本列島」を「改造」してくれるんだそ

うです。これから委員会を開いて，「各方面」の意見を

開くんだそうです。しかし，いわゆる「過疎」と呼ばれ

る地方から，何万かの人口が，毎日，大都市へと流入を

続けています。田舎へ帰れとおっしゃいますが，田舎へ

帰ってどうやって募らすんです？

都知事は「公害対策」とやらで，何べんか「協議会」

を開いているそうです。しかし，わたくしたちの欲しい

のは「意見」じゃありません。何かの対策を「実行」し

てくれることじゃないんでしょうか。
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都心の盛り場へ出ますと，「ただいまのオキシダント

濃度」が，電気仕掛けで表示されるようになっていま

す。あれは，いったい，どういう意味なんでしょう。現

在，何PPMあるかを知ったところで，どうなるという

んです。どう注意したらよいのか教えてもくれないので

す。どうしようもないじゃありませんか。

「光化学スモッグ」というものの正体は，ぎだよくわ

からないんだそうです。しかし，何十人かの人間がプッ

倒れていることだけは確かなんです。植物や，魚までが

次なに，死んでいっているんです。ただいま，何PPM

かを教えてくれる前に，たとえ何分の一かでも，減らせ

る工夫をすることが大切なんじゃないでしょうか。

このままでゆくと，地球上の生物が，死に絶える日も

遠くはありませんね。……

黙って聞いていた客がいった。

しかしねえ，一方では，日本人の寿命は，年々，延び

ていってると，いうじゃありませんか。．…・

さあ，それなんですよ。

この間，「悦惚の人」という小説を読みました。

有吉佐和子の書き下し小説です。題だけ見ると，川上

宗薫でも書きそうな小説の題承たいですが，これは老人

問題を具体的に象つめていった小説なんです。わたくし

は，近ごろ，こんな恐ろしい小説を読んだことがありま

せん。

いや，わたくしは，わたくしの年齢が，この「洸惚の

人」に近づきつつあるからいうんじやありません。なに

ぴとも，死を免れることができないように，なにびとも

「老人」になることを避けることはできないんです。だ

とすると，これは，明日のわたくしの上に起こるであろ

う問題であると同時に，明後日は，あなたの上に起こる

かもしれない問題なんです。

「老醜」という言葉がありますね。

「老」は，本来，承にくいものなんでしょうか。

老いてなお，その地位に恋をたる人がありますね。後

進に道をゆずることを知らず，いつまでも，俺が，術が

と頑張っている人がありますね。「老の一徹」などとい

うのは，まだ，生やさしい方です。この小説のなかに，

自分の息子が見分けられなくなって，強盗がきたと騒ぎ

立てる場面が出てきますb理由もなく，家をとび出して

街道を直進，警察に保護されるところもあります。食事

の直後に,食事を催促する老人。失禁。排泄物頑弄｡．…

これでも，人間は生きていかなければならないのでし

ょうか。

老人自身は，それでいいのかもしれません。「幼」に

「戻って」いるのでしェうから。しかし，周囲は，たま

ったものではないでしょう。ことに，肉親，家族の被害

ははかりしれないものがあるのではないでしょうか。肉

体的に自由のきく|剛はまだいいのです。しかし，その自

由がきかなくなったら，いや，それよりも，精神的に，

コントロールができなくなったら，－こんな悲惨なこ

とがあるでしょうか。恐ろしいのは，誰でもが，一度は

その「老人」にならなければならないということです。

これこそ「公害」じゃないでしょうか。

川端さんが自殺されましたね。

惜しいことをしたって，ゑんながいいます。

しかし，川端さんには，この「老醜」になりたくない

気持があったんじゃないんでしょうか。

もちろん，ほかにも，いろんな理由があったのかもし

れません。しかし，わたくしには，川端さんが「老人公

害」をなくしようとして，死を選ばれたんじゃないか，

と思われてならないんです。…．

一方では，いろんな公害で，地球全体がむしばまれて

いきつつあるといいます。

しかし，人間は，その平均寿命が延びることによって

「老人公害」にも悩まされるようになるんじゃないでし

ょうか。いや，現に，悩まされつつあるんじゃないんで

しょうか。

老人問題が，社会問題として，大切なものであること

ぱいうまでもありますまい。しかし，それは，老人自身

にとっても，重要な問題なんです。いずれは，だれもが

その「老」になるという意味で，いっそう，大切なんで

す。

シニクスピアに有名な文句がありますね。

tobeornottobe-

現代のハムレットは，「老人」ででもあるんでしょう

か。

客は，もう，何とも答えなかった。

話しながら，わたくしは，自分の背筋が寒くなってい

るのに気付いていた。

風のない，蒸し暑い夜だったが。・…．

× ×

× ×
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人工樹種としては，山地の一部や丘陵地ではリニウキ

ニウマツを主とし，一部にスギ，エゴノキ，センダン，

コウヨウザン，イヌマキ等，石灰岩地帯ではイヌマキ，

センダン，モクマオウ，ソウシジュ等，海岸防風林およ

び屋倣林としてはモクマオウ，フクギ，テリハポク，ソ

ウシジュ等がおもな造林樹種である。

3．林野の所有形態および管理

1．国有林および県有林

旧国有林および県有林をあわせて官有林と総称してい

るが，その管理権は米国民政府が保持しており，琉球政

府は高等弁務官指令第2号(1962.4.12)に規定された責

任と権限の範囲で管理経営の委任を受け，北部営林署と

八重山営林署が管理経営に当たっている。

官有林総面積39,898haの所有別内訳は林野庁所管国

有林37,371ha,沖縄県有林1,052ha,各省所管国有林

1,474haであり，林野庁所管国有林および沖縄県有林

38,424haが両営林署の管理経営する官有林である。な

おこれらの官有林は沖縄経営区および西表経営区からな

っている。

2．公有林

全県市町村の所有林野は，全県54市町村のうち98％

に当たる53市町村が林野を所有しており，そのうち500

ha以上の林野所有市町村は21で全市町村の39%にす

ぎないが面積では54,424haに達し，全公有林野面積の

95％を占めている。

公有林の経営は，全般的に市町村の財政および人的組

織面等の経営体制が劣弱なことと地元部落の入会的な慣

行利用もあって，きわめて粗放な取扱いがなされている

現状であり，比較的広大な面積を占める公有林の高度利

用化をはかることは林業振興上重要な課題である。

3．私有林

私有林の所有面積規模は，1964年股業センサスの結

果，山林を保有している農家数は16,977戸（保有山林

総数8,692ha)となっており，保有規模では1ha未満

の農家数が全体の90.9%を占め，しかも0.5ha未満

の零細規模の農家が全体の79.7％におよんでいる。

次に農家1戸当たり平均の保有山林面稜は0.11haで

本土の農家1戸当たり平均の保有山林0.89haと比較す

ると沖縄は本土の約1/8にすぎない。

このように私有林の経営は，所有規模が零細で経営の

条件が弱いうえに農家の林業に対する意欲が低いために

林業的利用がほとんどなされていない現状である。

4．軍用地

沖縄の中に基地があるというより，基地の中に沖縄が
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会員の広場

戦後の沖縄林業

20年のあゆみ

つばこ承つきよ

津波古充清

(沖縄県農林水産部林務課）

F可

今

1．まえがき

沖縄は終戦後27年間の終止符を打って，5月15日に本

土復帰を実現し，沖縄県として各都道府県の仲間入りし

たわけである。27年間という長い期間，米国の統治下に

あって本土と行政が分離されたため，米国の統治の功罪

は別として，他府県と比較していろいろのハンディが予

想される。

さて沖縄の林業は戦後どのような経過をたどって現在

にいたったか，沖縄林業のあゆゑについてまとめて象

た°なにせ浅学なため当を得ていない点についてはご教

示をお願いする。

2．林野の概要

沖縄の林野面積は全県総面積の60％に当たる134,455

haを占め，その現状は戦争による被害と戦後の乱伐に

よって荒廃が著しく，また戦後の造林不振の結果，人工

林の比率はきわめて低い。

所有別面秋は，官有林31％，公有林45％，私有林24

％からなり，公有林が本土府県に見られないほど高い比

率を占めている。蓄積は5,470千1n3で，官有林60%,

公有林33％，私有林7％からなり,ha当たりの全県

平均蓄積は54m3で，所有別では官有林103m8,公有

林40m3,私有林16m3となり，公私有林の蓄積が特に

低い。

林相別面積は針葉樹林10％で，残り90％は経済価

値の低い天然生広葉樹林である。

樹種の椛成は広葉樹ではイタジイ，オキナワウラジロ

ガシ，イスノキ，ヒメツバキ，モチノキ類などを主体と

し，その他フカノキ，コバンモチ，タブ，エゴノキ，ヒ

メユズリハ，ヤマモモなどからなり，針葉樹ではリユウ

キュウマツが主体で，海岸接近帯のすべての土地によく

生育している。その他一部の肥沃地にはスギ，イヌマ

キ，マチク，リョクチク等の生育を承ることができる。

一
一
Ｊ
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あるといわれるくらい戦後の沖縄の特殊事情は駐留軍の

軍用地に象徴される。軍用地の総面積は31,363haで沖

縄の県土総面秋223,922haの14%に達している。その

うち林業と関係の深いものとして地目が山林原野および

保安林となっているのを抽出してみると民有林11,417

ha,官有林10,649haで全林野面積の16%に相当する

面積を占めている。それらの軍用地は民有林に対しては

借地料が支払われているが，官有林は財産管理権が米国

政府にある性格上支払われていない。

官有林の軍用地はマリン隊浪習地8,697ha,陸軍演習

地1,953haで沖繩本島北部に集中し，北部経営区面積

14,044haの76%に相当する。軍用地内の林業施業は

立入禁止等種々の制約を受けて，林地の高度利用化が著

しく阻害されている現状である。

4．戦後の林政の移り変わり

戦争によって中断されていた林業行政の再発足の状況

は各群島ともその趣を異にしていて，その発展過程も中

央における統一行政機構が確立されるまでの前段階とそ

の後の段階に区分することができる。すなわち前段は米

軍政府による布令，布告，指令時代であり，後段は琉球

政府創立以後ということができよう。その沿革を年度別

に整理して承るとおよそ次のとおりである。

まず沖縄はご承知のとおり今から27年前の昭和20年

(1945)4月1日，沖縄本島西海岸の読谷，北谷村の海岸

に米軍が上陸し，米軍は上陸と同時に陸戦の法規慣例に

関する条約いわゆる（ヘーグ陸戦条約）に基づいて，4

月5日米国海軍煮政府を読谷村字比謝に設置して，占領

下の南西諸島における日本の行政，司法権を停止して，

米軍の占領政策が開始された。さらに4月7日には，米

国海軍政府は「米国占領下の南西諸島及びその近海住民

に告ぐ」特別布告第7号「財産の管理」についての「ニ

ミッツ布告」が布告され，国有財産および県有財産はす

べて管理財産となったのである。もちろん国有林野と県

有林野もその中に包含されたのは当然である。沖縄に米

軍瀧上陸してから4カ月後の8月15日腱，日本政府はポ

ツダム宣言を受託し，無条件降伏したため，沖縄におけ

る戦闘も終結した。時を同じくして米軍政府は石川市に

各地区から代表者を集あて沖縄諮詞委員会の設立につい

て協議会を開催し，8月20日には地区代表124人によっ

て諮諭委員15人が選任された。選任された15人は軍政

府によって石川市内に住居を与えられ，8月29日に最初

の諮諭委員会が開催され，各委員の担当ポストが決めら

れた。その結果林業部門は農務部の管轄となった。当時

の林業行政憾暗中模索であり，農務部長を補佐する数名

の林業技術者で組織され，林業行政の再出発が始まった

のである。

当時の諮詞委員会は軍政府の従属機関であり，沖縄の

官庁的性格を帯びていなかったため林野は放任状態であ

った。無政府状態が続いたため林野の所有権も無視さ

れ，復興資材の伐採搬出が相つぎ戦災によって焼きつく

させた山容はますます荒廃したのである。

昭和21年（1946）1月29日連合国総司令部は覚書き

により，北紳30度以南の南西諸島を日本から行政を分離

された。軍政府は4月4日に終戦当時の市町村の境界を

戦前の行政界同様に市町村と認定し，市町村長を任命し

ある程度の自治を認めた。なお軍政府の管理下にあった

市町村有林野の管理権を市町村長に移管したのである。

4月24日米軍政府によって沖縄民政府が創設され，初

代知事に志喜屋孝信氏が任命された。林業部門は農林部

林産課の所管となり荒廃した林野の管理経営がスタート

し旧日本国有林野および沖縄県有林野は農務部が管理す

ることになった。当時の林政の課題としては，

（1）戦災復興資材の計画的供給

②荒廃した林野の復旧

（3）乱伐等による対処策など林野の管理経営形態の改

善

などであった。

沖縄民政府は林産物の供給態勢と林野の管理経営の建

全化を促進するため，6月に「民有林野管理経営暫定方

針」を各市町村･に通達するとともに10月12日には「官有

林野管理経営暫定方針」を決定した。官民有林野の暫定

方針に基づいて，官有林野には辺野喜腫か6箇所に担当

区を設置し，民有林野指導については本部町ほか4箇所

に地区駐在員事務所を設置して管理経営にあたったので

ある。

同年10月1日米軍政府は布令第6号「工業企業令」を

公布し，この布令により沖縄木材株式会社および沖縄復

興木材株式会社が指令第1号で認可された。この二つの

木材会社は設立とともに生産基盤を沖縄官有林に求あた

のは当然であった。復興時代の家屋建築用材の需要もこ

の会社が大きな立役者となったのである。当時はヤミ船

によって本土産のスギ材等がわずかながら移入されてい

たが建築材は島産材を主として復興計画が策定された。

一方，八寵山，宮古地方においては昭和20年12月，

竹富町(村)在の西表国有林は米軍に接収されるとともに

同町に管理が委任されたのであるが，昭和21年12月に

米軍政府は沖縄の戦災復興を促進するため，沖縄民政府

工務部内に西表開発事務所を設置し現地に伐採隊を派遣
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チャードM.パーニー氏である。バーニー氏は着任後琉

球の森林の実情を把握し，官有，民有の全琉球森林に対

する制度を統一組織化する必要を認め，まず森林経営の

法制化に着目，昭和26年（1951）8月13日民政府布令

第49号をもって「布令森林法」の制定実現を承たのであ

る。

この布令森林法は10章133条からなっていて内容的に

は明治40年（1907）に制定された森林法および明治32年

（1899）に制定された国有林野法等が同居した形で制定

されていた。

昭和27年（1952）2月28日の日米行政協定が正式に調

印されたため米国民政府は布告第3号により立法，司

法，行政の三権分立を備える琉球政府の設立を発表し，

4月1日に琉球政府が創立された。政府の発足に伴い林

野局は林務課となったのである。その後政府の制度改廃

に伴い，前述した布令森林法を全面的に改正する必要が

あったが，布令森林法は琉球森林法を立法制定するにあ

たってその素材となったのはいうまでもない。琉球森林

法の立法案は昭和28年（1953）2月に開会された立法院

に送付し，同案は6月に議決され，8月31日付立法第46

号で現行琉球森林法の施行を見，これに基づいて現在各

種の付属規定も制定して，円滑に琉球の森野行政が運用

されるようになった。なお同法は4回にわたって改正さ

れたが12章120条からなっている。

昭和32年に沖縄の林業技術および造林方法を診断して

もらうため，日本本土の専門技術者の招へいが計画さ

れ，同年11月に造林学の権威者である東京大学名誉教授

中村賢太郎博士が来島された。博士は沖縄の林野を視察

されて沖縄林業全般についてご教示をいただいたのであ

る。その後日本政府の技術援助により各専門家の招へい

を願って，いろいろご教示をたまわりながら現在まで林

野行政の運営の改善につとめたのである。

‐ーーー■■ﾛ■ー■ﾛ■■■■■----－ー

して沖縄本島に家屋建築用材を輸送したのである。宮古

民政府も島内には用材が少ないため昭和23年に船浮伐採

隊（西表島）を編成して西表国有林内で用薪材の伐採を

はじあ宮古島の復興資材にあてた。なお，これらの伐採

事業は昭和25年ごろまで実施されたのである。

昭和25年2月1日琉球林野庁が発足し，ついで4月1

日に琉球農林省が設置された。林野庁発足は林野行政機

構が全琉的に中央に統轄されるに至って全琉の営林に関

する指導監督が軌道に乗るようになり，一歩前進したの

である。それに至る経総は次のとおりである。

昭和23年連合国最高司令部天然資源局林務課長ドナル

ソン大佐が沖縄林業の実地調査を行ない，沖繩林業の地

位改善に関する勧告を行なった。また同課計画および政

策係長も同様の付属勧告を行なった。この勧告に基づい

て提起された極東軍指令部股高司令官の計画によって，

林野行政の中央統轄化が推進され，従来の分散した林政

機構が改められたのであるが，その計画の概要は次のと

おりである。

1）1戸当たりの単位面積が零細で，最大生産を得るた

めに集約的林業経営および森林資源保護の実施を必要

とするので，万全の林業計画を遂行する責任を有する

中央統轄機構が琉球諸島には必須条件である。

2）主要な課題は

A.職員の選抜，教育，需給の根本的計画，基本法，

規定の公布

B.造林，保存，森林改良の復興計画制定

C.計画の長期指標となるべき必要測量の完成等を包

轄する中央森林行政機構設定である

要するに，従来の林業行政は各群島（大島，沖縄，宮

古，八重山）別に独立した行政機構であったため，これ

を統一した行政組織を確立するための施策でもあったの

であろう。

林野行政の統一とは別に昭和25年11月4日に沖縄群島

政府，11月7日に八重山群島政府，11月18日に宮古群島

政府がおのおの発足したのであるが，昭和26年4月1日

付琉球列島米国民政府は布告第3号により臨時中央政府

を創設し，各群島政府は解消されたのである。この布告

に基づいて琉球政府の基礎づくりの体制が整備され，林

野行政も軌道に乗ったのである。このころ森林の実態を

把握するため，米軍の協力によって航空写真による森林

の実態調査が始められ，昭和27年2月に本事業は完了し

た。

琉球軍政府司令部の首脳部は米国林業家を招へいした

が，この林業家が後の米国民政府天然資源部林務課長リ

凸
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海外林業紹介

国民に対する林業専門家の責任

一ある英国林業技術者の手記一

本稿は英国林業委員会(ForestryCommission,Gre-

atBritain)のM.J・Penistzm氏が1971年3月，世界

林業者協会(mSF)の〃国民に対する林業専門家の責

任委員会CommiteeonForesters'ProfessionalRes-

ponsibilitiestothePublic〃に提案したものの概要で

ある。氏はIUSF理事長V､L.Harper博士の示唆した

2点，すなわち森林政策の声明（または指針）と倫理律

(Codesofethics)について主として述べたという。

1．森林政策について

1．林業専門家(Pro&ssionalforesters)が活動して

いる国禽はおそらく森林政策を有している。これがほと

んど公表されていることは確かである。公表されていな

い場合は，その国の林業者協会が政府当局にそれがいか
ただ

なるものかまたいつ公表されるかを糺して整備するだろ

う。

2．さらに寅任ある専門家団体として，できるだけ政

策の論評を公表し，その改善を勧告することに着手すべ

きである。

3．国の森林政策が一般国民に確実に知られるように

し，また科学と倫理にまさしく基づいてその改善を進め

る手段を識ずることが林業専門家協会の義務である。

たとえば，アメリカ林業者協会はこれについて剛･…

意にかなった森林政策の声明は協会員多数の作業の所産

でなければならないし，それは個煮の論点では見解が異

なっても有益な森林施業と林業の発展を考えての結論で

は合意したものであるべきである｡…･〃と述べている。

また英国林業者協会は連合王国(UnitedKingdom)

の森林政策が論評された時点（1971年3月）で、英国森

林政策の声明〃を作成した。これは政府の現行政策を論

評し，政府企業の範囲，私有林業の助長，森林関連産業

の発展，流通(marketing)の改善，調査研究の遂行，

教育の持続，総合教育制度をもつ全森林産業に対する職

業組織の開設，生産性・レクリエーション・環境保全の

相互間均衡の維持，について勧告し，また青少年の正式

教育を含め国民の教育において森林が土地利用の方法お

よび環境の要因として広く存在すべきものであることを

示唆する。

ここでPenistan氏はさらにいう，あらゆる国の林業

者協会は森林政策についての声明を公表するとともに，

必要に応じ効果ありと認めたときにその修正に関する論

評を行なうべきであると。

2．倫理について

これは知的職業(Profession)の本質の考え方によっ

て消極的・制限的である場合と積極的・開放的である場

合にわけられる。

1．消極的見解：この例として英連合王国独占委員

会が1970年10月に提示したものをあげることができ

る。これは実行上禁止的見解ともいえるもので次のよう

である。

（1）熟練家(Practitioner以下彼とする）はその専門

技術を業務に傾注しうるよう精進すること。

⑫）技術とは明確な研究領域で知的・実際的訓練によ

って得られたものである。

（3）委託者のために行なう彼の業務(SerVice)は，

その判断をいかした専門領域の高度の分化とその完全な

実施が求められる。

（4）彼は一団となって全般にわたる業務能力と完全実

施を確保するよう特段の責任感をもつものとする。

（5）彼らは国の介在によりまたはそれなしに団体を組

織し，その団体は能力を検定し能力と行動の基準を規定

する機構(machmery)を備えることに携わる。

（6）彼らは魅惑的商取引きたることが確実な方法を避

けるものとし，またそのことが要求される。

（7）彼らに対する最低報酬を決める必要はなく，競争

によることが好ましい。

（8）実施を委託者とともに譲り受けることを企て仲間

専門家の仕事を侵害してはならない。

（9）広告は職域団体によって全会員のためになされ

るものは結構だが，個人によるものは蝋赤裸盈な披露

(bareannouncements)〃のみに限定されること。

以上のような内容はひとり独占委員会の提示において

の象ならず英国の大多数の専門家団体でも見られるとこ

ろである。要するに全般としてよい業務の提供を会員に

勧めるよりは，むしろ行動の制限的ルールであるという

印象を与えるところに一般国民の反発が見られる。
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2．積極的見解：この例としてはブリティッシュ・

コロンビア林業専門家協会の細則がある。これは帆次の

倫理律は協会員すべてに義務を負わせるものである〃と

している。

(a)一般国民に対する責任:(1)林業専門家（以

下彼とする）はその専門の知識と経験を社会の最上利益

に充当すること。②彼はその分野の進歩について絶え

ず報告するよう努力すること。(3)彼は一般国民の林業

についてのよりよき理解を促進すること。(4)彼はその

資格や経験について誤解させるような，または誇張した

供述を避けること。

(b)雇主(Employer)に対する責任:(1)彼はそ

の任務が解けるまで雇主の仕事に対しまさしく信頼を保

ちながら，最上利益をもたらすような忠実な雇用人であ

ること。(2)雇主の了解と同意なくして報酬のある他の

林業業務に従事してはならないし，または自己の仕事効

果を減ずるいかなる林業活動にも身をゆだねてはならな

い。(3)彼は雇主の要求に対して自己の専門的主張を曲

げてはならぬし，また雇主の意見による実行が健全な林

業をもたらさない場合には彼に対して忠告すること。

(c)委託者(Client)に対する責任:(1)彼は各

委託者に最上利益をもたらすよう，また極秘裡に(m

strictestconfidence)そのサービスを提供すること。

②彼は委託者の課題を明確に理解し,訓練と経験によっ

て自分が資格のある問題の承を引き受けること。(3)彼

は他の熟練家や専門家(expertsorspecialists)を雇う

よう勧奨すること，そのことが委託に最上利益をもたら

す場合には。③支払いを当然とする業務に対しての承

費用を取り立てること。

(d)職業に対する責任:(1)彼は高い水準の行為

と日常の仕事を保持することによって自己の職業におけ

る自信を鼓舞するよう勤めること。(2)彼は仲間の専門

的成果に誇りを示し，正しい信頼を与えること。(3)彼

は素質ある林業者とくに若手を激励して専門職業の発展

を助長すること。(4)彼はその提供する専門的サービス

に対し正当報酬の原則を支持すること。(5)彼は一般国

民または報道陣と品位のない論争のための議論(undig-

nifiedcontroversialdiscussion)に桃わってはならな

い。(6)彼は仲間を公然と批判しないこと。(7)彼は林

業専門職業を個別的・総合的に誤伝と誤解から守るよう

努力すること。

結論として，倫理はそれが職種的で公開的である場

合，制限的で非公開の場合よりはおそらく一般国民によ

って調法がられ，広く受け入れられるようである。

三井鼎三
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計算機について，登場の歴史や意外務は電子計算機にやらせ，人間はも
に知られていない電子計算機の能力つと人間らしい，創造の仕事をする
や機構を説明するとともに，この20社会，これが来たるべき時代におけ
世紀の怪物一電子計算磯の正しい使る姿であり,その時代はもう,そこま
い方を理解するため，で来ている。ほんとうの電子計算機
’・計算機に命令を与えるプログ時代，情報化時代に備えるためにほ
ラム 人間の自己向上があらゆる面で必要

2．発達の歴史と経緯であることを強調して結んでいる。
3．プログラム言語の種類，内容本書は，行政や事業経営における

およびプログラムの実例事務のあり方，電子計算機とその利

4．システム設計と事務改善との用という難解な内容について具体的

相違点事例を豊富に引きながら，きわめて

5．森林国営保険業務を実例とし平易に述べてあり，それらは随所に

たシステム設計事例あふれる，著者の経営．事務に対す

6．事務の合理化の手法る熱烈な改善意欲，深い造詣，広い

7・電子計算機利用システム導入視野からの判断とあいまって読者を

の手順して「現代ビジネスマン」へ指向さ

8．銀行，警視庁，日本IBM社，せずにはおかない。

電源開発社および北海道庁（特行政能率，事務能率の向上を目ざ

に林務行政）における利用方法して努力しているビジネスマン，と

9.MIS(経営情報システム)の確りわけ林業技術者の皆さんには，こ

立とそれへの電子計算機の利用れからのよりよい仕事のため是非一

について解説し，人間がセッセと手読していただきたい譜である。

足を使って働いた時代から計算や事（林野庁・林政課西谷和雄）

（お申込み，お問合わせは直接発行所にお願いします）

』IOn68IIlIIIlDlII8lnlIUIIn116ⅡIIlllIM肌InolUⅡn8I1IjIⅡ'1811油nooMouⅡ111IlIIn8q1”11M”I191lMIⅡ8u叩1伽,11ⅡllollIIoIⅡI11118n岫岬nIllu8jlloIUmloⅡj11

下記の本についてのご注文は，当協会へ

古雷はとかく売切れになりやすいので，ご注文は，お早目に｡お申込承隆対'一
在庫がありましたら，すぐ送付致しますから，それによってご送金下さい。

の

毒髄～

これからの事務を

考える

－私たちの仕事と

電子計算機一

林業技術研究会編

1972年新書判300頁650円

発行スリーエム研究会

東京都新宿区市谷本村町28

殖

JL

右も左も情報また情報。触れ,見，

聞くものすべて電子計算機につなが

らざるものなし。世はまさに情報化

時代，鱈算機時代。

その中にあってわれわれが日を，

何気なく行なっている事蕊その事

務とは何か？と問いかけ，「事務と

は行政・企業の運営，発展のための

情報を生産することであり，組織は

その活動を最も機能的に遂行できる

ものでなければならない」また「生

きた仕事に対応するためには情報処

理の体系を根本的にかえていくこと

が必要であり，今日的事務の確立に

は今日的情勢を忘れてはならない。

事務は生きている」そして「情報革

命は単に産業社会の構造や形態を変

革させるばかりでなく，人間自身の

考え方や態度の変化を要求するもの

である」ことを著者は力強く主張す

る｡

本番は，まず，行政や企業の中に

おける事務の生いたちや情報の流れ

を分析し，何のための事務かを明ら

かにしたうえで，今をときめく電子

垂
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おける常緑広葉樹林の林分椛
成・成長・更新ならびに施業
に関する研究

素材石数早見表

日本の木材

三善正市’B5141頁昭34700円a

木材技術研究会
編
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理化推進本部編

森 徹

円
円
円
円

０
０
０
０

０
０
０
０

４
０
０
７

』
１

１
２

９
１
６
４

２
４
３
２

昭
昭
枚
昭
昭

１

頁
頁
表
頁
頁

６
１
６
１

５
０
０
４

１
１
４
２

６
５
５
５

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ

わが国における木材需要柵造
調査
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A5290頁昭431,100円竹類語彙＜自然科学から民俗
学まで＞
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心
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します。

■首都圏の花木需要動向（ー昭和55年，60

年の需要予測）

松田藤四郎（東京農業大学）昭47.3B5版194P

昭和46年度農林漁業調査研究費，花木需給動向調

査研究事業）

この報告醤は，昭和46年度農林漁業調査研究費補助

金によって「首都圏の花木（植木）需要動向」昭和55

年,60年の需要予測に関する調査結果をまとめたもので

ある。

内容を目次から紹介すると

1．首都圏における花木の需要動向（予測結果）

1）都市公園

2）工業団地

3）高速道路

4）中，高層集合住宅

5）個人住宅

6）総需要量

2．都市公園における花木の需要

1）概況

2）都市公園の現況と計画

3）都市公園の植栽状況

4）造園樹木の需要量予測

5）樹種の選定

3．工業団地における花木の需要

1）はしがき

2）工業団地における花木の植栽状況

3）工業団地の花木の需要量予測

4．高速道路における花木の需要

，はじめに

2）東名高速道路における花木植栽状況

3）首都圏における花木の需要予測

5，中間層集合住宅における花木の需要

1）中高層住宅の花木の植栽状況

2）中高層住宅における花木の需要予測

6．個人住宅における花木の需要

1）はじめに

の個人住宅の花木植栽状況

3）個人住宅の花木需要量予測

（配付先都道府県園芸関係課，同林務関係造林SP

一研修資料として配付）

■東北林木育種場年報（第2号）昭45年度

農林省東北林木育種場46年7月B5版154P

おもなる内容

1.調査，試験，報告

』

1．糖英樹クローンの特性調査

2．採種園における諸試験

1）採種木の育成管理

2）アカマツ採種木の樹形誘導

3）スギ採種木の仕立方

4）着花結実習生調査

のスギの花粉分化調節と越冬性

6）球果形状の違いが種子と苗木の形質におよぼ

す影響

7）アカマツ精英樹系統苗木の成長調査

8）カラマツ葉サビ病の異状発生

3．採穂園における諸試験

1）スギ採穂木の仕立方

2）スギ採穂木の施肥，地表管理

のスギ採穂木の植栽密度

4）樹形の不備なスギ採穂木の樹形誘導

4．次代検定林における調査

5．試植検定林における調査

6.無性繁殖に関する試験

1）スギさし穂の条件と発根性

PL

一

｡■■

さ
検
の
の
樹
法
英
方
精
木
ギ
し
ス
さ
幻
の

し木増殖実用化共同試験

討
召

7．交雑試験

8．スギ耐寒性個体の選抜試験

9．耐病虫性個体の選抜試験

10．広莱樹の取扱いに関する試験

11．採種林の取扱いに関する試験

12．スギ採種木の寒害防除試験

13．遺伝子保存林における調査

1.研究報告

1．ジベレリンの樹幹注入によるスギ開花結実促進

試験

(営林局，東北各県林務関係課，同林試，国立林試）

家
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FM方式は，送ろうとする信号の振幅に比例して搬三

言FM(周波数変調frequencymoduIation）＝
三 送波の周波数を変化させ，振幅は一定の疎密波として三

三波動の特性は,振幅と周波数(周期)および位相に送り出す方式です。三
三

三よって決意ることは知られています｡ラジオなどの無この方式のアイデアは古くからあったのですが'疎曼
臺線通信でたとえば音声の信号などを電波(撮送波)に密波のため広範囲の周波数の電波を独占すると考えら言

菫詠懲鯨蝋駕篭皐雛艫蝋鰯謹憩患襟篭雪冒
gamplitudemodulation)といいます。FM方式がふたたび注目されることになったのです。臺
=AM方式は，従来の普通のラジオ中波放送に使われFM方式は，外部からの雑音を有効に排除する，変三
三 言

喜てい雷す。調が忠実で，信号を正確に伝える，振幅が一定である臺
薑無線通信は，有線の通信と違って地球をとりまく空ため，出力が効果的に出せる等の利点が少なくありま薑
＝ 三

三間を利用するものですから，空中の電波に関する異常せん。したがって高忠実度放送として超短波のFM放臺
二

言現象による妨害や雑音の混入が避けられず,信号の正送は急速に普及し，ラジオ放送の主流に獲ろうとして量
＝ 三

言確な伝達が困難です。います。現在のテレビ放送では，音声信号の伝達はこ三
三 ＝

言このような無線通信の欠点を改善する方法としてのFM方式であり，画像信号のほうばAM方式によっ三三
臺

=FM方式が考えられたのです。ています。臺
喜 ＝
＝
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あ
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わ
れ
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に
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。
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あ
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謙
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も
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森
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そ
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済
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と
公
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機
能
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同
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揮
し
う
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い
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森
林
機
能
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論
は
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一
部
訂
正
の
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

林
業
技
術
者
は
、
森
林
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諸
機
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に
対
す
る
国
民
的
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を
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、
こ
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要
諦
に
対
応
し
た
森
林
を
造
成
す
る
責
務
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
最
も
基
礎

的
な
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
森
林
の
諸
機
能
と
「
森
林
の
姿
」
と
の
因
果
関
係
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早
急
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解
明
し
、
わ
か
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や
す
く
提
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
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と
思
わ
れ
る
。

木
材
生
産
機
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を
要
請
さ
れ
る
森
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と
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
た
森
林
な
の
か
、
水

資
源
か
ん
養
機
能
を
要
請
さ
れ
る
森
林
、
あ
る
い
は
、
保
健
休
養
機
能
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さ
れ
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森
林
と
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
た
森
林
な
の
か
、
ま
た
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複
数
の
機
能
が
要
請
さ
れ
る

森
林
肱
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
た
森
林
な
の
か
。
具
体
的
に
、
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

単
一
に
水
賛
源
か
ん
養
機
能
を
要
請
さ
れ
て
い
る
場
合
、
樹
木
が
あ
る
こ
と
が
よ
い

の
か
、
な
い
こ
と
が
よ
い
の
か
、
あ
る
こ
と
が
よ
い
と
す
れ
ば
、
樹
種
は
何
で
も
よ
い

の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る
特
定
の
樹
種
が
よ
い
の
か
、
さ
ら
に
、
樹
木
は
ど
の
よ
う
な
状

態
で
森
林
を
構
成
し
て
い
る
の
が
よ
い
の
か
、
同
一
森
林
で
、
同
時
に
、
木
材
生
産
機

能
を
要
請
さ
れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
姿
の
森
林
が
よ
い
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は
あ
ま
り
、
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

誤
差
は
多
少
あ
っ
て
も
、
具
体
的
に
、
わ
か
り
や
す
く
、
望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
国

民
の
前
に
提
示
し
、
国
民
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。○
○
地
域
は
お
も
に
野
生
鳥
獣
の
た
め
５
万
瞳
の
穀
斗
類
の
森
林
、
○
○
地
域
は
お

も
に
木
材
生
産
の
た
あ
６
万
ｍ
の
ス
ギ
の
森
林
、
ま
た
、
○
○
地
域
は
森
林
生
態
学
上

貴
重
で
あ
る
か
ら
３
万
唾
人
手
の
加
わ
ら
な
い
自
然
の
ま
ま
の
森
林
と
す
る
、
な
ど
の

よ
う
に
。

望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
、
具
体
的
に
、
わ
か
り
や
す
く
国
民
の
前
に
提
示
し
、
一
応

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
お
け
ば
、
冒
頭
の
よ
う
な
、
極
端
な
世
論
は
横
行
し
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
（
天
の
川
）

望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と

全

忌

勺

－ 39－



協会のうごき

◎支部連合会総会および支部総会の開催

日林協東北支部連合会，奥羽支部連合会の合同総会お

よび福島県支部総会が，8月29日福島市市民福祉会館に

おいて開催され，本会より福森理事長が出席した。

なお，坂口顧問が「海外林業の最近の動向について」

講演を行なった。

◎坂口顧問の欧州旅行

本会坂口顧問は日本林業経営者協会の招きで9月2日

～9月25日の間，講師として木材生産と公益機能および

林業経営の調査視察を目的として欧州各国を旅行中であ

る。

し山火事予知ポスター図案ならびに

標語募集の結果についてq

本誌で募集いたしました標記に関しましては多大のご

協力をいただき霞してありがとうございました。

おかげさまで標語（520点)，ポスター（75点）の作品

が集まり，その中から下記のとおり採用作品が決定いた

しましたので，お知らせいたします。

＜山火事予知ポスター標語入賞作品＞

一等のびる木にのぱせ愛の手のぱすな火の手

和歌山市東長町9－54高井三

二等まず防火1象どりの山の合言葉

徳島県宍喰局区内船津河俊二

術集室か砂翰堂鯛鴛撚駕皆
げているようです。休過.ﾉ休あ.ﾉとマスコミに背声をか

けられたこの夏，皆さんどうお過ごしでした？豪雨災

で,夏休象どころではない方も多かったとは思いますが，

大方は，半ば義務的に？短い休暇を取り，あわただしく

（中にはタダポンヤリ）過ごしたのではないかと想像し

ます。どうも,われわれのすることは，ゆとりがないと

いうか’スマー1＼でないというか，バカンスといわれる

ような名実ともに優雅な過ごし方ではないようです。

日本人は働きすぎ．/といわれております。たしかに，

勤勉ではあるでし誤うが,働きすぎというよりは，能率

的に仕事をし，余暇を十分楽しむという割りきり方がで

きない国民性なんだという方が正確であるような気がし

ます。休承べたなんですね。

8月初旬のとても暑い日に上田（長野県）から軽井沢

へ車をはしらせました。わずか36kmぐらいですから，

どうということもなさそうですが，暑い日にはやはり，

途中木陰へでも乗入れて一腹したくもなりますb国道18

燃やすな緑守ろう緑

高崎市立南小学校6年古見登

佳作こんな火と思う油断が山を焼く

三重県津市高茶屋東城山町28伊藤ます子

山火事なくして緑の国土

高崎市立南小学校6年井上富士子

木を植える心で防げ山の火事

京都市下京区東洞院松原下ル 木戸初枝

火のしまつ森林愛護の第一歩

千葉県市原市有秋台東2－1木村年宏

みどりの環境防火で守れ

福岡県筑後市常用826－23竜英二

山火事は消したつもりのタバコから

金沢市八日市出町118梅木宗一

自然美も吸殻一つでハケ山に

沼津市大諏訪341－3藤井七郎

く山火事予知ポスター図案入賞作品＞

一等広島市戸坂町東浄市住23棟104阿部祥子

二等静岡県磐田郡水窪町奥領家3396伊藤陸二

山形県村山市立戸沢中学校2年佐を木正弘

佳作山形県新庄市立八向中学校3年斎藤隆

広島県盤田郡川尻町立川尻小学校6年

岡田勝治

群馬県利根郡水上町立藤原中学校3年

林とし子

号は，道幅も，鋪装もまあまあ。車をはしらせている分

には,何の支障も感じさせないのですが,36km間に1

カ所も緑陰どころか，車を止めておくための場所という

ものがありませんでした。わが身の危険と他車の迷惑を

かえり承なければ，止められないこともないでし旗う

が，しかし，いまさらながら驚きましたね，はしり出し

たらしゃにむにはしり通せというわが国の道路，運転し

ているのがヒトだということを忘れているかのようなも

の。（八木沢）

昭和47年9月10日発行
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言 言

単行本シリーズ－わかりやすい林業研究解説＝

三日林協編私たちの森林5品讓24上田実林業脇架空索の設計法’晶纂言
寺崎康正＝

三日林協編林業百科事典8'500実費28小坂淳一スギ人工林施業の要点170〃三
三林野庁監修図説森林計画と森林調査1,200〃三金豊太郎＝
皇林野庁監修森林航測ハンドブック2,000〃31池田真次郎森林と野生鳥獣170〃臺
三三井嗣郎32野村勇木材需給の動向と問題点180〃言
言芝田博森林法解説450〃35中村英碩機械作業の盲点発掘170〃言

36高木唯夫土地利用と地域林業言 鳥居秀一’70〃三
46年度37山井良三郎構造材料としての木材三＝

壽西沢正久林業技術者のための－外材を含めて一’70〃三
600〃

三 川端幸義コンピューター知識＝
＄8鰕房箪鍼符労務肇鶴］70〃言三蜂屋欣二森林の生態的見方300〃三
39橋本与良林地生産力の維持，増進170〃言

皇日林協編蕊林業語蕊2，20，－“前田禎二林床鱸生によりゞ

÷只志繊赫…蕊.…”；:;雲常澱鱗撫鵜箪“鑿僖
言依田和夫現騨譲鱸胤蕊の ’5。〃：:親湯斎蕊驍譽篝鯉鳶；:：％菖
三林野庁監修林業技術事例集(第I編）850〃45原田洸林木の成長および三
一伐木集運材編一220〃三

三

菱分吸収と施肥
＝＝

三〃同蟻、編）900〃46雨宮昭二木材の防腐・防虫処理250〃臺

言日林協編森鯛瀧職巽辮47山本肇ト墨ﾂ人工林の成長と250〃皇
について450〃＝

48難饗し膿鵜篭霊豊ぴ250〃雪
＝

＝〃 第1報スギ人工林の物質生産．＝
について450〃49村井宏混牧林施業と林地保全250〃三

三

＝

＝
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』2;万地形図化地域一覧図是'誓刷
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一
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の
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展
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円

売
手
か
ら
買
手
に
転
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し
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材
市
場
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今
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一
経
一
酷
隅
田
達
人
箸
林
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労
働
の
特
性
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衝
く
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Ｉ
国
有
林
野
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産
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検
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れ
か
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え
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業
技
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研
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た
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計
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ス
リ
ー
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○
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森
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風
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シ
ョ
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靖
講
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郵
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図
解
に
よ
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木
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材
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鶴
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○
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○
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又
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日本林業調査会
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図面の面積を測るときプラニメーターが便利です

ｵー バｯｸIJならもつとべんりです
へ

1
伊旬

卿馳’4冊．，卜▲

領分車ﾘ附零-0･bac装慨一測定|剛始|昨ワンタッチで｢I嘘を0位瞳にセツI､できます。二艇の
締取りや錐引き計算の必要がありません。

直進式-Linea'､type一種針がないので図面|にi獣いただけで使えます。催大図面の測
定も．‐度で済みます

No.001単式=¥15.000NQOO2遊標複式=¥16.500ルーペ式と指針式があります。

J雪 |森林測量に新分野を拓くウシカタ墳
助
曜
国
原

（■ラ‘祠１
１

I

I3
N0.S-25トラコン
牛方式5分蹄ｺﾝ妙垂トランシツト

望逗観……･…･………･･･‘･･･I2X

水平分度5分続･“‘‘･帰零装置付

Y27‘500

NO.9D･13D･･･ワイド輪尺
測定長が伸びるジュラルミン製のスマートな輪尺
NO9D･･…..…･‘…･…･･90句侭まで一Y6,500

N0．13，‘･･･‘･･‘･‘･…・’30.mまで自Y7,700

コンドルT-22
牛方式双祝実体鯉

2人が同時に同じ写真像も飢測できます。
¥250,000

皿 牛汽商周芸 東京都大田区千鳥
TEL｣(750)･024

東 2－12-12-.7★跡名ご記入の上カタログご鯖求ください。

代表〒I-45
r釜七

★跡名塞

2

ﾛー ﾛ痙烏磁君を垂
厚
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＊ススキ防除の特効薬

副粒剤10
礎剤30⑳フル"リグ

林野の除草に一
定評ある三共の農薬

◎イネ1.f，カヤツリグサ科推車に迦娠的に効恥があります、

、ススキには将にF"効で猟かめ郷肌でも鎭く効きます”

＠仕'lfの暇象時に仙川でき、→庇の処即で2年虹12もｵ”です．

◎人密、魚貝顛など:皇瀧性はほとんどなく、安心して使州でき、IIや皮

フ鐙刺敵しだり、魁奥を出した0)、爆発、火災象どの危険侘も全くあ

り虫壮ん。

⑳識蕪囑漂
.に海三共涯式言近
九州三共株式会五
■責料准旱■

興林靴と興林革軍手
山で働く人の足と手の災害防止に′

形もよく丈夫で価格も安い

誰は上質ボックス

ご注文の節は匝頚とサイズ（文数）をはづきりお緋き

下さい。尚ご注文品にキズが有っ走り足に合わなかっ
た場合はお取幹致します

(送料込象）
底は特狐合成ゴム底

N⑨､1重靴￥2,500
通勤，作業縦川

No.2鶴上靴¥2,7"
登山，山林踏査に好適

No.3半縫靴¥3,2"

オート,パイル】に好適
革軍手￥250

疋
川
間
三
十
円
送
料
十
六
円No.41長謁上靴(細上スパッツ)No.5脚絆付縄上紙蝿上バンド付）

山林踏査，剴・－1．パイ用¥3,200山林踏査，オートバイ用¥3,200

社団法人日本林業技術協会

¥2,600

(ク声色，ゴーラ色）
底の桶造
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